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週
刊
新
聞
『
直
言
』
総
目
次
と
解
読

四
六

（
六
九
〇
）

週
刊
新
聞
『
直
言
』
総
目
次
と
解
説

中

村

勝

範

解

読

　
剛
　
こ
こ
に
紹
介
す
る
週
刊
新
聞
『
直
言
』
（
以
下
『
直
言
』
と
だ
け
記
す
）

は
明
治
三
八
年
二
月
五
日
獲
行
の
も
の
を
第
二
雀
第
一
號
と
し
て
直
行
肚
か
ら

護
行
さ
れ
、
同
年
九
月
一
〇
日
第
三
二
號
を
も
つ
て
護
刊
禁
止
の
虞
分
を
う
け

た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
明
治
三
七
年
一
月
五
日
か
ら
加
藤
時
亥
郎
、
白

柳
秀
湖
に
よ
つ
て
月
刊
輕
誌
と
し
て
獲
行
さ
れ
て
い
た
頃
の
も
の
は
含
ま
な

い
。
第
二
雀
第
一
號
以
降
の
『
直
言
』
は
周
知
の
．
こ
と
く
明
治
三
八
年
一
月
二

九
日
第
六
四
號
を
も
つ
て
自
襲
的
に
魔
刊
し
た
週
刊
『
李
民
新
聞
』
の
後
纏
紙

で
あ
る
。

　
週
刊
『
牟
民
新
聞
』
は
そ
の
第
二
〇
號
（
明
治
三
七
年
三
月
二
七
日
）
の
肚

読
「
鳴
呼
暦
税
」
に
お
い
て
編
隼
護
行
の
署
名
人
堺
利
彦
を
獄
に
邊
り
、
第
五

二
號
（
同
年
二
月
六
日
）
の
肚
説
「
小
學
校
教
師
に
告
ぐ
」
そ
の
他
で
編
集

印
刷
の
西
川
光
次
郎
、
印
刷
の
幸
徳
傳
次
郎
が
起
訴
さ
れ
た
。
つ
い
で
第
五
三

號
（
同
二
一
百
）
の
「
共
産
黙
宣
言
」
謹
載
に
よ
り
護
費
禁
止
と
な
り
、
西
川

・
幸
徳
そ
れ
に
鐸
者
の
堺
も
ま
た
起
訴
さ
れ
た
。
そ
の
頃
、
杜
會
主
義
協
會
が

禁
止
さ
れ
（
明
治
三
七
年
一
一
月
一
六
日
）
、
石
川
三
四
郎
、
齋
藤
蒙
次
郎
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

願
の
『
目
本
李
民
新
聞
』
の
螢
行
は
不
許
可
に
あ
い
、
片
山
潜
主
宰
の
『
吐
會

主
義
』
は
『
渡
米
案
内
』
と
改
題
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
室
氣
の
な
か
で
週
刊

『
耶
民
新
聞
』
は
第
五
二
號
で
う
け
た
饗
行
禁
止
の
到
決
が
執
行
さ
れ
る
に
先

だ
ち
、
第
六
四
號
を
終
刊
號
と
し
、
自
ら
駿
刊
し
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い

て
堺
利
彦
は
「
李
民
新
聞
は
こ
れ
で
潰
滅
し
た
が
、
李
民
祉
は
消
滅
し
な
か
つ

た
。
李
民
肚
は
李
民
新
聞
駿
刊
の
爲
に
、
實
質
上
何
等
の
打
撃
を
も
感
ぜ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

別
に
週
刊
『
直
言
』
を
護
行
し
て
之
に
代
へ
た
」
と
い
い
、
石
川
三
四
郎
も

「
李
民
新
聞
の
玉
砕
は
た
だ
形
の
上
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
獲
行
禁
止
の
命
令
に

機
先
を
制
し
て
の
麗
置
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
以
て
、
肚
會
主
義
中
央
機



關
と
し
て
の
『
直
言
』
紙
の
廣
告
が
、
既
に
耶
民
新
聞
絡
刊
號
に
掲
載
さ
れ
た

　
　
（
註
3
）

の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
週
刊
『
耶
民
新
聞
』
終
刊
號
に
は
「
本
紙
慶
刊
に
就
て
の
注
意
」
が
あ
り
、

週
刊
『
李
民
新
聞
』
は
消
滅
し
た
が
、
日
本
吐
會
主
義
の
機
關
紙
は
嚴
然
と
し

て
存
在
す
る
。
そ
れ
が
『
直
言
』
で
あ
る
と
告
げ
て
い
る
。
ま
た
廣
告
に
は
週

刊
新
聞
『
直
言
』
は
「
日
本
肚
會
主
義
の
中
央
機
關
を
以
て
任
ぜ
ん
と
欲
す
」

と
言
明
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
廣
告
の
中
で
「
特
約
せ
る
執
筆
者
」
と
し
て
原

霞
外
、
山
田
滴
海
、
堺
枯
川
、
石
川
旭
山
、
木
下
伺
江
、
西
川
光
次
郎
、
白
柳

秀
湖
、
小
野
有
香
、
幸
徳
秋
水
、
加
藤
時
次
郎
、
小
川
芋
銭
、
松
岡
文
子
、
小

田
頼
造
、
山
口
義
三
の
一
四
名
を
あ
げ
て
い
る
。

　
『
直
言
』
の
護
行
所
は
府
下
荏
原
郡
入
新
井
宿
直
行
肚
で
、
耶
民
吐
は
由
買
捌

所
で
あ
つ
た
。
獲
行
条
編
集
人
は
終
始
原
眞
一
郎
（
霞
外
）
で
あ
つ
た
が
、
印

刷
人
は
絡
刊
號
だ
け
齋
藤
粂
次
郎
で
他
は
山
田
金
市
郎
で
あ
る
（
但
し
第
三
〇

號
お
よ
び
第
三
一
號
は
登
行
桑
編
集
人
お
よ
び
印
刷
人
に
つ
い
て
何
等
記
さ
れ

て
い
な
い
）
。
週
刊
『
李
民
新
聞
』
の
終
刊
か
ら
『
直
言
』
の
獲
刊
ま
で
、
そ

の
間
七
日
で
あ
つ
た
。

　
と
こ
ろ
で
週
刊
『
季
民
新
聞
』
が
自
刃
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
『
日
本
李
民

新
聞
』
の
許
可
は
下
ら
ず
、
『
吐
會
主
義
』
が
『
渡
米
難
誌
』
と
改
題
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
と
き
に
、
『
直
言
』
が
吐
會
主
義
の
中
央
機
關
也
と
し
て

公
然
と
饗
行
し
え
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
に
答
え
て
く
れ
る
の
は

　
　
　
　
週
刊
新
聞
『
直
言
』
総
目
次
と
解
説

『
直
言
』
創
刊
號
に
見
え
る
原
霞
外
の
「
『
直
言
』
活
動
の
時
」
で
あ
る
。
要
約

す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
『
直
言
』
は
一
年
前
に
「
直
行
團
の
機
關
誌
と
し
て
所
謂
耗
會
改
良
主
義
を

標
榜
し
花
々
し
く
打
つ
て
出
た
」
が
、
間
も
な
く
原
霞
外
と
加
藤
時
次
郎
の
二

人
だ
け
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
そ
ん
な
に
微
々
た
る
も
の
を
今
日
ま
で
稜
刊
し

て
き
た
の
は
な
ぜ
か
。
「
或
夜
加
藤
氏
は
僕
と
吐
會
主
義
論
に
夜
を
更
か
し
て
、

談
偶
々
『
直
言
』
の
事
に
及
ぶ
や
日
く
、
今
こ
そ
反
古
同
様
の
難
誌
だ
が
、
必

ず
一
度
は
大
活
動
す
る
時
が
來
る
よ
、
否
大
に
爲
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
が
來
る
よ

『
直
言
』
が
無
く
て
は
な
ら
ぬ
時
が
來
る
よ
、
ソ
レ
を
樂
み
に
お
互
に
苦
勢
し

や
う
家
の
費
用
を
ど
ん
な
に
節
約
し
て
も
、
此
難
誌
の
維
持
金
ぐ
ら
ゐ
出
し
て

行
く
よ
、
但
し
今
は
活
動
の
時
で
な
い
か
ら
、
筆
も
極
め
て
柔
か
く
行
く
の
が

後
日
『
直
言
』
を
役
に
立
た
せ
る
爲
に
必
要
だ
、
同
志
が
何
ん
と
誤
解
し
て
も

必
ず
成
程
ソ
ウ
で
あ
つ
た
か
と
首
肯
さ
せ
る
時
が
來
る
、
當
分
は
杜
會
改
良
主

義
ぐ
ら
ゐ
に
止
め
や
う
」
と
。
微
々
た
る
『
直
言
』
は
こ
う
し
て
今
こ
そ
「
此

庭
に
吐
會
改
良
主
義
の
假
面
を
去
つ
て
、
快
な
る
か
な
、
日
本
肚
會
主
義
の
中

央
機
關
と
な
つ
た
の
だ
一
「
初
號
獲
刊
後
、
間
も
な
く
襲
起
人
の
去
つ
た
時
、

幾
多
の
迫
害
、
幾
多
の
侮
辱
の
僕
が
身
邊
を
園
み
し
事
よ
、
併
」
僕
は
能
く
之

を
忍
ん
だ
」
と
。

　
週
刊
『
李
民
新
聞
嵩
は
｝
本
紙
ぽ
日
本
吐
會
主
義
唯
一
の
機
關
新
聞
な
り
」

と
い
い
、
ま
た
［
肚
會
主
義
は
土
地
、
資
本
、
其
他
あ
ら
ゆ
る
生
産
機
關
の
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
　
（
六
九
一
）



　
　
　
　
起
刊
新
聞
『
直
言
』
総
目
次
と
解
論

有
を
主
張
す
る
者
な
り
」
と
毎
號
欄
外
に
大
活
字
で
掲
げ
て
い
た
が
、
こ
0
と

き
直
行
團
の
『
直
言
』
は
「
本
紙
は
杜
會
の
悪
制
度
改
革
の
急
先
鋒
也
、
何
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

も
恐
れ
ず
直
言
痛
罵
す
る
は
本
紙
の
特
色
也
」
と
い
う
程
度
の
線
し
か
だ
さ
な

か
つ
た
。
こ
の
肚
會
改
良
主
義
が
原
の
先
の
告
白
に
見
え
る
よ
う
に
『
直
言
』

お
よ
び
そ
の
獲
行
者
へ
の
侮
雇
を
招
い
た
の
だ
つ
た
。
し
か
し
加
藤
の
豫
言
の

．

こ
と
く
、
吐
會
改
良
主
義
の
線
を
保
持
し
て
い
た
が
故
に
第
二
巻
第
一
號
か
ら

「
本
紙
は
日
本
肚
會
主
義
の
中
央
機
關
也
…
…
」
と
銘
打
つ
て
護
行
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
（
註
1
）
　
『
日
本
李
民
新
聞
』
の
不
許
可
に
際
し
、
こ
れ
に
好
意
を
も
つ
て

　
　
い
た
代
議
士
立
川
雲
卒
、
粕
谷
義
三
（
政
友
會
所
島
）
、
花
井
卓
藏
（
同

　
　
好
會
所
驕
）
は
帝
國
議
會
に
お
い
て
そ
れ
が
不
當
で
な
い
か
と
い
う
質
間

　
　
を
し
た
。
　
『
直
言
』
第
五
號
の
「
言
論
出
版
の
自
由
に
關
す
る
質
問
」
は

　
　
立
川
雲
卒
の
質
問
演
読
の
速
記
録
で
あ
る
。

　
（
註
2
）
　
堺
利
彦
「
卒
民
肚
時
代
H
初
期
阯
會
主
義
者
の
蓮
動
と
生
活
”
」

　
　
（
『
中
央
公
論
』
昭
和
六
年
一
月
號
）

　
（
註
3
）
　
「
日
本
に
お
け
る
非
職
論
」
（
『
卒
民
新
聞
』
昭
和
二
二
年
三
月
一

　
　
三
日
號
。
な
お
こ
の
新
聞
は
敗
職
後
し
ば
ら
く
の
間
「
目
本
で
た
だ
一
つ

　
　
の
無
政
府
主
議
者
の
新
聞
」
で
あ
つ
た
）

　
（
註
4
）
吉
川
守
囲
『
荊
逆
星
霜
史
』
（
昭
和
一
一
年
一
二
月
、
不
二
屋
書

　
房
）
四
二
頁

二
　
『
直
言
』
創
刊
の
酢
で
あ
る

「
本
紙
の
責
任
及
覧
悟
」
を
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
　
（
大
九
二
）

『
直
言
』
が
日
本
吐
會
主
義
の
中
央
機
關
と
な
つ
た
、
「
本
紙
は
日
本
肚
會
主

義
の
機
關
紙
中
、
創
刊
日
最
も
淺
く
し
て
、
襲
行
の
部
敷
は
最
も
少
な
く
、
其

護
達
は
極
め
て
遅
鈍
に
し
て
、
其
勢
力
は
極
め
て
微
弱
な
る
者
也
」
し
か
し
な

が
ら
「
言
ふ
可
き
所
を
直
言
し
、
爲
し
得
べ
き
所
を
直
行
し
て
、
痘
れ
て
而
し

て
已
ま
ん
の
み
」
　
「
今
日
以
後
の
本
紙
は
、
濁
り
満
天
下
同
志
が
公
有
の
機
關

た
る
の
み
な
ら
ず
、
實
に
其
中
央
の
機
關
た
る
者
也
、
否
な
中
央
の
機
關
た
る

の
み
な
ら
ず
、
實
に
其
唯
一
の
機
關
た
る
者
也
、
本
紙
の
責
任
や
大
也
」
と
述

ぺ
て
い
る
。

　
『
直
言
』
の
責
任
と
い
う
も
の
は
、
ま
さ
に
そ
こ
に
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ

つ
た
が
、
そ
の
使
命
、
主
張
、
目
的
と
い
う
鮎
に
な
る
と
何
等
ふ
れ
る
と
こ
ろ

が
な
か
つ
た
。
こ
の
こ
と
は
週
刊
『
李
民
新
聞
』
創
刊
號
の
「
宣
言
」
と
は
比

較
す
る
ま
で
も
な
く
、
「
護
刊
の
序
」
と
比
較
し
て
も
低
調
な
も
の
で
あ
つ
た
。

「
襲
刊
の
序
」
に
は
「
李
民
新
聞
は
、
人
類
同
胞
を
し
て
、
他
年
一
日
李
民
主

義
、
肚
會
主
義
、
李
和
主
義
の
理
想
境
に
到
達
せ
し
む
る
の
一
機
關
に
供
せ
ん

が
爲
め
に
創
刊
す
」
　
「
夫
れ
階
級
的
思
想
の
牢
固
と
し
て
抜
く
可
ら
ざ
る
こ
と

今
の
如
く
、
黄
金
の
勢
力
横
流
天
に
酒
す
こ
と
今
の
如
く
、
好
戦
の
情
熱
朝
野

を
顛
狂
せ
し
む
る
こ
と
今
の
如
き
の
時
に
在
て
、
正
義
、
人
道
、
李
和
を
主
張

し
絶
叫
す
る
は
、
極
め
て
不
利
に
し
て
叉
甚
だ
危
瞼
の
事
な
ら
ず
ん
ば
あ
ら

ず
、
而
し
て
是
れ
實
に
智
者
の
難
し
と
す
る
所
、
況
ん
や
貧
寒
に
し
て
才
な
く

學
な
き
予
等
の
如
き
を
や
」
　
「
而
も
醗
つ
て
思
ふ
、
夫
の
正
義
、
人
道
、
季
和



を
主
張
し
絶
叫
す
る
の
甚
だ
不
利
に
し
て
且
つ
危
瞼
な
る
所
以
の
者
は
、
却
つ

て
是
れ
之
を
主
張
し
絶
叫
す
る
の
盆
々
急
要
な
る
こ
と
を
誰
す
る
者
に
非
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
ち

や
、
既
に
急
要
な
る
こ
と
を
知
る
是
れ
量
に
志
士
の
盆
を
奮
つ
て
其
不
利
危
瞼

な
冒
し
て
顧
み
ざ
る
の
秋
に
非
ず
や
、
然
り
予
等
一
片
の
臥
々
は
遂
に
予
等
の

袖
手
沈
黙
を
許
さ
父
る
也
」
と
あ
り
、
そ
こ
に
は
迫
り
く
る
日
露
開
職
に
た
い

す
る
断
乎
た
る
反
封
の
溝
え
が
あ
つ
た
。

　
非
戦
に
徹
し
た
週
刊
『
李
民
新
聞
』
の
後
縫
紙
で
あ
る
が
故
に
『
直
言
』
は

改
め
て
主
義
・
主
張
・
目
的
な
ど
を
掲
げ
る
こ
と
を
し
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
う
い
う
鮎
も
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
が
實
情
は
岸
本
教
授
が
指
摘
さ
れ
て
お

ら
れ
る
よ
う
に
「
反
職
記
事
は
全
く
掲
載
す
る
を
得
ず
、
幸
徳
、
西
川
な
き
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

の
記
事
は
杜
會
主
義
の
低
調
な
宣
傳
に
と
ど
ま
つ
た
」
と
い
う
の
が
そ
の
實
情

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
非
職
論
を
「
全
く
掲
載
す
る
を
得
ず
」
と
い
う
鮎
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
「
大
軍
備
の
見
戯
」
　
（
第
一
八
號
）
は
非
軍
備
論
と

い
う
形
で
非
職
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
「
來
る
べ
き
專

制
力
」
　
（
第
二
五
號
）
の
な
か
に
、
現
代
の
職
箏
が
帝
國
主
義
職
雫
で
あ
る
こ

と
を
や
わ
ら
か
く
表
現
し
こ
れ
を
攻
撃
し
て
い
る
黙
非
戦
論
に
通
じ
な
い
で
あ

ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
間
接
的
な
表
現
ま
で
非
職
論
に
い
れ
れ

ば
、
全
紙
面
が
非
職
論
で
埋
ま
つ
て
い
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
週
刊
『
李
民
新
聞
』
の
．
こ
と
く
正
面
切
つ
て
の
非
職
論
は
ま
つ

た
く
掲
載
さ
れ
な
か
つ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
週
刊
新
聞
『
直
言
』
総
目
次
と
解
論
●

　
肚
會
主
義
の
主
張
も
低
調
で
あ
つ
た
。
あ
え
て
あ
げ
る
と
す
れ
ば
「
日
本
政

府
、
封
、
肚
會
窯
」
（
第
一
四
號
）
お
よ
び
「
難
者
に
答
ふ
」
（
第
二
七
號
）
の

爾
肚
説
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
前
者
は
東
京
市
に
お
い

て
衆
議
院
議
員
補
敏
選
學
施
行
（
明
治
三
八
年
五
月
一
六
日
）
せ
ら
る
る
に
あ

た
り
木
下
倫
江
が
「
肚
會
主
義
同
志
」
の
推
薦
に
よ
り
立
候
補
し
た
が
、
こ
の

と
き
の
政
府
の
弾
歴
と
肚
會
主
義
者
の
抵
抗
と
の
關
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
後
者
は
吐
會
主
義
を
唱
道
す
る
の
は
一
身
の
不
李
で
な
く
階
級
的
公

憤
で
あ
り
愛
人
救
世
の
熱
情
で
あ
る
こ
と
、
貧
民
勢
働
者
に
呼
び
か
け
る
の
は

教
唆
煽
動
で
な
く
階
級
的
自
費
を
促
す
の
で
あ
る
こ
と
、
杜
會
主
義
者
は
罪
悪

と
悲
滲
の
原
因
を
す
べ
て
吐
會
に
蹄
す
の
で
は
な
く
肚
會
と
個
人
と
を
分
離
し

て
考
え
な
い
こ
と
の
三
織
に
つ
い
て
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

爾
肚
説
と
も
肚
會
主
義
の
思
想
・
理
論
を
積
極
的
に
提
示
し
た
も
の
で
は
な

い
。
い
わ
ん
や
大
衆
に
散
布
す
る
「
肚
會
主
義
の
緻
」
「
吐
會
主
義
と
女
子
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

「
肚
會
主
義
と
は
ド
ン
ナ
も
の
」
お
よ
び
「
肚
會
主
義
の
大
意
」
な
る
各
チ
ラ

シ
は
、
「
肚
會
主
義
」
と
い
う
文
字
こ
そ
用
い
ら
れ
て
い
る
が
そ
の
内
容
は
も

と
よ
り
輕
い
も
の
で
あ
る
。

他
に
・
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
チ
フ
ォ
ー
ド
の
「
樂
し
き
英
國
」
が
第
二
號
か
ら

「
通
俗
肚
會
主
義
」
と
し
て
抄
鐸
さ
れ
一
〇
同
蓮
載
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し

て
、
イ
リ
ー
の
書
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
に
つ
い
て
の
鐸
を
の
せ
た
「
マ
ル
ク
ス

の
學
読
」
（
第
一
八
號
お
よ
び
第
一
九
號
）
、
ハ
イ
ド
マ
ン
の
『
肚
會
主
義
の
脛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
　
（
六
九
三
）



　
　
　
　
週
刊
新
聞
『
直
言
』
総
目
次
と
解
読

濟
論
』
を
課
し
て
「
生
産
方
法
の
攣
遷
」
と
し
て
五
同
蓮
載
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
外
國
書
か
ら
の
謬
載
を
の
ぞ
け
ば
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
吐
會
主
義
思
想
な
い
し
理

論
の
記
事
と
い
う
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
（
註
1
）
　
岸
本
英
太
郎
編
・
解
説
『
明
治
肚
會
浬
動
思
想
　
上
』
　
（
青
木
丈

　
　
庫
、
　
一
九
五
五
年
五
月
）
の
「
解
説
」
三
一
三
頁
。
な
お
週
刊
『
卒
民
新

　
　
聞
』
第
五
二
號
事
件
で
、
幸
徳
、
西
川
が
下
獄
し
た
が
、
下
獄
に
際
し
同

　
　
志
に
登
表
し
た
の
が
「
兄
弟
姉
妹
よ
」
　
（
幸
徳
）
と
「
忍
び
の
門
」
　
（
西

　
　
川
）
で
あ
つ
た
。

　
（
註
2
）
　
「
肚
會
主
義
の
大
意
」
は
堺
利
彦
が
亡
き
妻
の
一
周
忌
を
記
念
し

　
　
て
つ
く
つ
た
チ
ラ
シ
で
あ
る
。

　
三
　
週
刊
『
耶
民
新
聞
』
駿
刊
號
に
「
露
國
革
命
の
火
」
と
い
う
記
事
が
あ

る
。
こ
の
革
命
蓮
動
の
ニ
ュ
ー
ス
お
よ
び
革
命
に
た
い
す
る
論
許
が
週
刊
『
李

民
新
聞
』
の
後
縫
紙
『
直
言
』
の
な
か
で
か
な
り
重
要
な
比
重
を
占
め
て
く
る

の
は
當
然
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
『
直
言
』
記
者
が
「
吾
人
は
無
限
の
趣
味
を

以
て
こ
の
活
劇
を
望
見
し
な
が
ら
、
叉
暫
く
こ
こ
に
報
道
の
筆
を
置
き
、
以
て

後
電
の
到
る
を
待
つ
」
と
第
一
號
で
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
で
も
わ
か
ろ
う

（
『
直
言
』
の
「
露
國
革
命
の
火
」
）
。
第
三
號
で
は
肚
読
に
「
露
國
革
命
が
輿
ふ

る
教
訓
」
を
論
じ
「
露
國
政
府
に
し
て
、
今
少
し
く
人
権
を
重
ん
じ
、
自
由
を

重
ん
ず
る
の
心
あ
つ
て
、
早
く
十
年
二
十
年
の
前
に
憲
法
を
與
へ
議
會
を
起
し

て
、
民
衆
の
不
李
を
放
散
す
る
の
罐
を
有
せ
し
め
ば
、
斯
る
忌
む
べ
く
恐
る
べ

き
血
腱
き
歴
史
を
染
成
す
に
は
至
ら
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
、
吾
人
は
露
國
革
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
　
　
（
六
九
四
）

の
史
を
讃
む
毎
に
、
深
く
自
ら
戒
め
且
つ
自
ら
奮
ふ
所
以
の
者
多
き
を
感
す
る

の
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
も
つ
て
結
ん
で
い
る
。
ま
た
第
六
號
吐
説
で
「
露

國
革
命
の
淵
源
」
が
論
じ
ら
れ
、
「
世
界
之
新
聞
」
欄
で
革
命
蓮
動
の
ニ
ュ
ー

ス
が
詳
細
に
傳
え
ら
れ
て
い
る
。

　
革
命
運
動
の
記
事
と
並
ん
で
幸
徳
が
「
露
國
革
命
の
租
母
」
と
題
し
、
そ
の

第
二
號
に
エ
カ
テ
リ
ナ
・
プ
レ
シ
コ
ウ
ス
カ
ヤ
を
論
じ
て
い
る
。
　
「
こ
の
プ
レ

シ
コ
ウ
ス
カ
ヤ
夫
人
の
コ
ー
ス
こ
そ
、
幸
徳
の
出
獄
後
に
踏
襲
し
た
そ
の
ま
ま

　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

の
コ
ー
ス
で
あ
つ
た
」
融
を
考
え
れ
ば
、
プ
レ
シ
コ
ゥ
ス
カ
ヤ
の
た
ど
つ
た
ナ

ロ
ー
ド
ニ
キ
と
エ
ス
・
エ
ル
の
生
涯
を
讃
美
の
文
字
を
も
つ
て
綴
る
こ
の
評
論

は
注
目
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
5
。

　
と
こ
ろ
で
第
二
九
號
か
ら
終
刊
號
ま
で
「
砒
會
主
義
と
愛
國
心
」
に
つ
い
て

外
人
の
論
文
を
の
せ
て
い
る
が
こ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
内
容
は

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
論
文
は

此
頃
厭
洲
肚
會
窯
間
に
於
て
大
議
論
あ
り
、

評
論
』
は
此
の
問
題
に
關
す
る
世
界
各
國
の
名
士
の
意
見
を
求
め
て
、
毎
號
の

　
　
　
（
註
2
）

紙
上
に
揚
載
一
し
て
い
る
が
、
そ
の
『
肚
會
蕪
評
論
』
か
ら
謹
出
し
た
も
の
で

英
國
吐
會
民
主
黙
首
領

凋
逸
肚
會
黙
首
領

伊
太
利
吐
會
窯
首
領

佛
國
肚
會
窯
員

と
な
つ
て
い
る
。

ケ
ル
チ
（
第
二
九
號
）

べ
ー
ベ
ル
（
第
三
〇
號
）

エ
ン
リ
コ
・
フ
エ
リ
（
第
三
一
號
）

ギ
ユ
ス
タ
ヴ
・
エ
ル
ヴ
エ
（
第
三
二
號
）

　
　
「
肚
會
主
義
と
愛
國
心
と
の
關
係
に
つ
き

　
　
　
　
　
巴
里
に
於
て
護
行
す
る
『
肚
會
窯



あ
る
と
い
う
。

　
そ
れ
で
は
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
杜
會
主
義
者
の
あ
い
だ
で
こ
の
よ
う
に
「
肚
會
主

義
と
愛
國
心
」
の
問
題
が
論
議
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
か
。
そ
の
邊
の
事
情
に
つ
い
て
は
ケ
ル
チ
の
論
読
の
な
か
に
う
か
が
え
よ

う
o　

す
な
わ
ち
「
現
時
厭
洲
諸
國
杜
會
蕪
の
間
に
極
め
て
重
大
な
る
一
箇
の
問
題

起
れ
り
、
部
ち
萬
國
聯
合
肚
會
黛
運
動
の
死
活
に
關
す
る
重
大
問
題
獲
生
し
來

れ
り
。
問
題
と
は
何
ぞ
や
、
萬
國
聯
合
蓮
動
は
如
何
な
る
程
度
に
於
て
愛
國
心

と
爾
立
し
得
る
や
、
肚
會
主
義
者
は
現
髄
制
の
下
に
於
け
る
防
禦
職
雫
に
参
加

す
べ
き
義
務
を
負
へ
り
や
否
や
と
い
ふ
も
の
即
ち
是
れ
な
り
、
之
に
就
き
て
佛

國
瀧
會
主
義
者
の
間
に
は
二
個
の
相
異
な
れ
る
意
見
あ
り
、
同
國
吐
會
窯
の
首

領
ヴ
ェ
ー
ラ
ン
氏
は
曰
く
、
予
は
國
民
を
し
て
目
下
の
極
東
職
雫
に
参
加
す
る

を
拒
ま
し
め
、
本
國
紳
士
閥
に
封
す
る
反
抗
に
依
り
て
砒
會
革
命
を
開
始
せ
し

む
る
に
墨
力
せ
ん
と
、
エ
ル
ヴ
エ
氏
は
更
に
一
歩
を
進
め
て
日
く
、
若
し
佛
國

が
濁
逸
よ
り
攻
撃
を
受
く
る
こ
と
あ
り
と
も
、
予
は
國
民
を
し
て
侵
入
軍
に
抵

抗
す
る
こ
と
勿
ら
し
め
、
國
内
に
於
け
る
一
暦
檜
む
べ
き
敵
に
封
し
て
、
其
勢

力
を
集
注
せ
ん
こ
と
を
勘
告
す
べ
し
と
、
然
る
に
掲
逸
吐
會
黛
の
首
領
ベ
ー
ベ

ル
氏
は
之
に
反
し
て
、
肚
會
民
主
窯
は
他
窯
と
同
じ
く
濁
逸
帝
國
の
寸
土
を
も

防
禦
せ
ん
と
す
と
議
會
に
於
て
宣
言
し
、
佛
國
に
於
て
も
ゲ
ロ
ー
ル
、
リ
シ
ヤ

ル
氏
等
の
一
派
は
、
　
エ
ル
ヴ
エ
氏
の
意
見
に
封
し
て
強
き
反
樹
の
意
を
表
せ

　
　
　
　
遇
刊
新
聞
『
直
言
』
総
目
次
と
解
説

り
」
と
い
う
状
態
で
あ
つ
た
。
同
論
文
の
な
か
か
ら
ケ
ル
チ
自
身
の
態
度
は
ど

う
で
あ
つ
た
か
を
み
る
と
「
國
家
の
自
由
濁
立
の
爲
、
及
び
民
灌
救
護
の
爲
に

は
、
赴
會
主
義
者
も
亦
た
國
防
軍
を
助
く
る
の
義
務
あ
り
、
然
れ
ど
も
侵
略
的

職
雫
に
は
断
じ
て
反
樹
し
、
内
國
の
権
力
階
級
を
敵
と
し
て
人
民
の
自
由
の
爲

に
侵
入
す
る
外
國
軍
を
ば
断
じ
て
鰍
迎
せ
ざ
る
可
ら
ず
、
是
れ
淘
に
簡
輩
明
白

な
る
原
則
」
だ
と
し
て
い
た
。

　
戦
雫
に
た
い
す
る
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
吐
會
主
義
者
の
態
度
は
こ
の
志
）
に
不
統

一
で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
吐
會
主
義
者
ま
で
こ
の
問
題
の
火
中
に
投
ぜ

ら
れ
ん
と
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
世
界
之
新
聞
」
欄
の
「
肚
會
主
義
と
愛
國

心
」
に
は
、
　
「
而
し
て
『
赴
會
窯
許
論
』
は
籔
日
前
李
民
祉
の
堺
氏
に
宛
て
X

一
書
を
邊
り
、
此
の
問
題
に
關
し
て
特
に
日
本
吐
會
窯
の
意
見
を
求
め
來
｝
た

　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
「
吾
人
は
此
の
問
題
に
關
す
る
『
吐

會
窯
評
論
』
の
諸
論
文
を
成
る
べ
く
多
く
本
紙
上
に
紹
介
し
而
て
後
、
改
め
て

吾
人
の
所
見
を
開
陳
せ
ん
」
と
い
つ
て
い
る
が
、
そ
の
後
ま
も
な
く
『
直
言
』

は
終
刊
と
な
つ
た
た
め
か
、
つ
い
に
日
本
の
肚
會
主
義
者
は
正
面
切
つ
て
「
所

見
」
を
護
表
す
る
機
會
を
も
た
な
か
つ
た
。

　
な
お
「
ト
ル
ス
ト
イ
翁
の
返
童
日
」
　
（
第
三
〇
號
）
に
つ
い
て
も
簡
輩
に
ふ
れ

て
お
こ
う
。
目
ソ
ド
ソ
タ
イ
ム
ス
紙
上
に
襲
表
さ
れ
た
ト
ル
ス
ト
イ
の
日
露
職

雫
に
關
す
る
長
論
文
が
週
刊
『
季
民
新
聞
』
第
三
九
號
（
明
治
三
七
年
八
月
七

日
）
に
謹
載
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
「
吾
人
同
志
は
安
部
磯
雄
氏
の
名
を
以
て
翁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
　
（
六
九
五
）



　
　
　
　
週
刊
新
聞
『
直
言
』
総
目
次
と
解
読

に
一
書
を
邊
り
し
が
、
殆
ん
ど
一
年
を
隔
て
た
る
此
頃
に
至
り
始
め
て
其
の
返

書
に
接
し
」
こ
れ
を
謬
載
し
た
の
が
「
ト
ル
ス
ト
イ
翁
の
返
書
」
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
直
言
』
紙
上
に
も
外
國
の
革
命
、
吐
會
主
義
あ
る
い
は
進
歩

的
な
動
向
の
影
響
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
頃
の
日
本
の
肚
會
主
義
勢
力

は
國
際
的
に
ど
の
く
ら
い
の
評
贋
を
得
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
そ
の
鮎
に
つ
い
て

有
力
な
資
料
と
な
る
の
が
「
萬
國
就
會
窯
本
部
會
計
報
告
」
　
（
第
二
九
號
）
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
「
日
本
肚
會
窯
の
責
務
は
幾
何
」
と
い
う
副
題
が
つ
い
て

い
る
が
、
こ
れ
は
萬
國
肚
會
窯
本
部
の
過
去
五
年
間
の
會
計
状
況
、
諸
國
の
負

捲
金
額
お
よ
び
こ
れ
に
封
し
て
梯
込
を
な
し
た
る
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
日
本
の
吐
會
主
義
者
の
負
澹
額
は
一
〇
〇
法
（
約
四
〇
圓
）
で

濁
乙
、
填
國
、
白
耳
義
、
丁
抹
、
米
國
、
伊
太
利
、
佛
國
の
肚
會
窯
の
三
二
分

の
一
で
あ
る
。
し
か
も
一
〇
〇
法
の
う
ち
梯
込
額
は
七
五
法
（
約
三
〇
圓
）
で

あ
る
。
　
「
讃
者
諸
君
は
、
此
の
表
の
中
に
於
て
、
日
本
吐
會
窯
の
負
捲
額
が
格

外
の
少
歎
に
し
て
、
而
も
其
少
額
す
ら
完
濟
す
る
能
は
ざ
る
を
見
る
の
時
能
く

冷
汗
の
背
に
滴
る
無
き
を
得
る
や
」
と
『
直
言
』
記
者
は
自
己
批
到
し
て
い
る

が
「
日
本
肚
會
黛
の
責
務
」
は
こ
の
数
字
の
上
に
は
つ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
（
註
1
）
　
田
中
惣
五
郎
『
幸
徳
秋
水
』
　
（
一
九
五
五
年
一
〇
月
、
理
論
鮭
）

　
　
二
六
三
頁

　
（
註
2
）
　
「
肚
會
主
義
と
愛
國
心
」
　
（
『
直
言
』
第
三
〇
號
の
　
「
世
界
之
新

　
聞
」
欄
）

（
註
3
）
右
同

五
二

（
六
九
六
）

　
四
　
『
直
言
』
は
週
刊
『
李
民
新
聞
』
に
比
較
す
る
と
非
職
論
、
肚
會
主
義

の
主
張
に
お
い
て
か
な
り
低
調
で
あ
つ
た
。
こ
れ
ま
で
に
み
て
き
た
も
の
以
外

に
、
木
下
倫
江
、
石
川
旭
山
の
論
読
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な

立
場
か
ら
す
る
良
心
的
な
枇
會
批
評
な
い
し
は
吐
會
改
良
主
義
で
あ
つ
た
。
週

刊
『
李
民
新
聞
』
が
再
三
に
わ
た
り
饗
費
禁
止
・
起
訴
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
『
直
言
』
が
そ
の
第
三
二
號
ま
で
一
度
の
打
撃
を
も
う
け
な
か
つ
た
の
は

そ
の
主
張
が
相
當
に
ゆ
る
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
何
よ
り
の
謹
振
で
あ

る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
つ
て
吐
會
主
義
者
へ
の
揮
屋
が
少
し
で
も
緩
和
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
。
傳
道
宣
傳
の
妨
害
、
演
読
會
の
禁
止
、
選
學
妨
害
等
は
峻

烈
を
き
わ
め
た
。
ま
た
當
局
は
一
批
會
主
義
者
を
買
牧
し
て
ス
パ
イ
活
動
を
さ

　
　
　
（
許
1
）

せ
て
さ
え
い
た
。
幸
徳
・
西
川
の
敏
如
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
當
局
の

揮
屋
も
『
直
言
』
の
主
張
を
低
調
に
さ
せ
た
原
因
で
あ
ろ
う
。

　
全
『
直
言
』
を
通
じ
て
み
た
場
合
特
色
あ
る
號
は
第
二
一
號
の
「
婦
人
號
」
、

す
で
に
例
に
引
い
た
が
木
下
の
立
候
補
を
告
げ
る
第
一
五
號
お
よ
び
第
二
六
號

の
「
幸
徳
君
出
獄
藪
迎
號
」
で
あ
る
。
　
「
婦
人
號
」
は
全
頁
青
色
の
色
刷
り
、

頁
籔
も
暦
し
主
要
部
分
は
ほ
と
ん
ど
婦
人
問
題
を
も
つ
て
埋
め
ら
れ
た
。
こ
の

こ
と
は
、
し
ば
し
ば
肚
會
主
義
婦
人
演
読
會
な
ど
が
催
さ
れ
た
こ
と
と
も
關
蓮

し
て
當
時
の
吐
會
主
義
者
は
婦
人
の
問
題
に
き
わ
め
て
熱
心
で
あ
つ
た
こ
と
を



示
し
て
い
る
。
第
一
五
號
で
は
第
一
面
に
日
本
肚
會
主
義
同
志
の
名
に
お
い
て

「
吾
窯
の
候
補
者
」
と
し
て
「
品
性
、
學
識
、
才
能
（
殊
に
雄
辮
）
に
於
て
同

志
中
に
卓
越
せ
る
」
者
と
し
て
木
下
を
衆
議
院
候
補
に
推
薦
し
、
木
下
は
立
候

補
に
あ
た
つ
て
「
宣
言
書
」
を
獲
表
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
結
果
は
「
吾
窯

が
僅
か
に
一
人
の
候
補
者
を
推
薦
せ
し
を
以
て
、
五
十
萬
噸
の
海
軍
を
有
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

百
萬
の
軍
隊
を
有
す
る
日
本
政
府
」
の
弾
歴
を
う
け
、
た
だ
の
一
度
の
演
読
會

も
開
け
ず
、
わ
ず
か
に
三
二
票
を
得
た
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
週
刊
『
李
民
新

聞
』
第
五
二
號
事
件
で
入
獄
し
て
い
た
幸
徳
の
出
獄
を
徽
迎
す
る
第
二
六
號
は

そ
の
第
一
面
に
幸
徳
の
大
省
像
を
揚
げ
、
特
に
赤
色
刷
の
天
使
を
添
え
て
こ
れ

を
飾
つ
た
。
堺
は
「
僕
の
衷
情
」
に
お
い
て
「
君
の
不
在
中
、
李
民
肚
が
如
何

に
其
の
重
量
を
減
じ
た
か
、
『
直
言
』
の
紙
上
が
如
何
に
落
莫
で
あ
つ
た
か
、

そ
れ
は
僕
が
言
ふ
迄
も
あ
る
ま
い
」
と
書
き
、
木
下
は
「
幸
徳
君
を
迎
へ
て
我

希
望
を
語
る
」
に
お
い
て
「
我
が
兄
弟
ー
年
齢
に
於
て
は
二
歳
の
弟
た
り
識

見
に
於
て
は
十
年
の
兄
た
る
1
幸
徳
君
よ
」
と
呼
び
か
け
「
君
の
出
獄
は
吾

人
同
士
の
蓮
動
史
上
一
新
時
期
を
書
す
る
も
の
に
非
ず
と
せ
ん
や
」
と
期
待
し

て
い
る
。
ま
た
石
川
は
「
秋
水
兄
を
迎
ふ
」
の
な
か
で
「
世
界
各
國
の
肚
會
懲

新
聞
は
兄
が
入
獄
を
聞
く
や
筆
を
揃
へ
て
同
情
の
文
を
掲
載
せ
り
」
と
幸
徳
入

獄
が
お
こ
し
た
國
際
的
波
紋
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
よ
む
に
つ

け
て
も
幸
徳
が
當
時
の
わ
が
國
肚
會
主
義
者
の
あ
い
だ
で
も
つ
て
い
た
重
さ
に

つ
い
て
う
か
が
え
よ
う
。

　
　
　
　
週
刊
新
聞
『
直
言
』
総
目
次
と
解
説

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
『
直
言
』
に
は
い
く
つ
か
の
貴
重
な
資
料
が
織
り
込

　
　
　
（
註
3
）

ま
れ
て
い
る
。
　
『
直
言
』
の
肚
読
や
許
論
の
重
要
さ
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
れ
等
に
劣
ら
ず
貴
重
な
資
料
と
思
わ
れ
る
の
は
傳
道
行
商
の
リ
ポ
ー
ト
と
か

遊
読
記
事
各
地
の
集
會
、
研
究
會
の
記
事
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
週
刊

『
耶
民
新
聞
』
に
さ
か
の
ぼ
り
、
こ
う
し
た
一
見
み
お
と
さ
れ
そ
う
な
記
事
に

目
を
通
す
こ
と
に
よ
つ
て
こ
の
頃
の
肚
會
主
義
蓮
動
の
浸
透
の
度
合
や
受
け
と

ら
れ
方
が
究
明
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
西
田
長
壽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

氏
も
指
摘
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
筆
者
も
今
更
の
ご
と
く
こ
の
こ
と
を
痛
感
し

た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
『
直
言
』
は
第
三
二
號
を
も
つ
て
襲
行
を
禁
止
さ
れ
た
。
九
月
五

日
、
ポ
ー
ッ
マ
ス
條
約
に
不
満
を
も
つ
群
衆
が
日
比
谷
公
園
に
集
り
、
そ
の
流

れ
は
焼
打
に
ま
で
護
展
し
、
戒
嚴
令
が
布
か
れ
た
。
『
直
言
』
第
三
二
號
は
肚

読
に
「
政
府
の
猛
省
を
促
す
」
を
か
か
げ
騒
動
の
責
任
が
政
府
に
あ
る
と
し
て

攻
撃
し
た
。
こ
の
た
め
獲
行
停
止
が
命
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
は
解
け
ぬ
ま
ま
に
『
直

言
』
は
駿
刊
と
な
つ
た
。
『
直
言
』
の
慶
刊
と
李
民
肚
の
内
紛
と
が
や
が
て
挙

民
肚
解
散
（
一
〇
月
九
日
）
と
い
う
結
末
に
な
つ
た
。
約
二
年
間
の
李
民
肚
の

歴
史
は
こ
こ
に
と
じ
た
。
　
（
34
・
6
・
1
）

　
（
註
1
）
　
ス
パ
イ
事
件
に
つ
い
て
は
第
一
六
號
「
秘
密
探
偵
嫌
疑
者
慮
分
」

　
　
お
よ
び
第
一
七
號
肚
設
「
探
偵
論
」
に
詳
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
二
　
　
　
　
　
　
（
山
ハ
九
レ
L
）



　
　
　
週
刊
新
聞
『
直
言
』
総
目
衣
と
解
説

（
註
2
）
第
一
五
號
一
肚
會
蕪
選
畢
演
説
會
」
（
芝
匪
蕪
房
町
）

（
註
3
）
　
前
掲
『
明
治
肚
會
運
動
思
想
上
』
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
こ
こ

　
で
は
あ
え
て
ふ
れ
な
か
つ
た
が
片
山
潜
「
勢
働
者
諸
君
に
告
ぐ
」
　
（
第
六

　
號
）
、

（
註
4
）

　
説
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
　
（
六
九
八
）

「
螢
働
運
動
の
復
活
期
」
（
第
一
〇
號
）
等
の
重
要
論
丈
が
あ
る
。

『
週
刊
李
民
新
聞
O
』
（
昭
和
二
八
年
一
二
月
、
創
元
肚
）
の
「
解

一
六
頁

週
刊
新
聞
『
直
言
』
総
目
次

　
第
二
巻
第
一
號
（
明
治
錯
八
年
二

　
　
月
五
日
）

本
紙
の
責
任
及
畳
悟

萬
國
勢
働
者
團
結
せ
よ
〔
山
口
孤
剣
〕

内
外
時
事
・
・
露
國
革
命
の
火
・
大

　
　
倉
組
靴
工
の
紛
擾
・
旋
順
の
露

　
　
軍
死
傷
数
・
露
國
俘
虜
三
萬
に

　
　
上
る
・
活
版
工
の
螢
働
時
間
及

　
　
賃
銀
・
雑
誌
『
社
會
主
義
』
控

　
　
訴
棄
却

耶
民
新
聞
五
十
二
號
事
件
上
告
趣
意

　
書
李
民
肚
よ
り
　
　
　
　
　
〔
枯
川
生
」

『
直
言
』
活
動
の
時
　
　
　
〔
原
霞
外
〕

愛
國
心
欠
乏
の
原
因
　
〔
木
下
荷
江
〕

八
百
屋
お
七
の
墓
に
立
ち
て
〔
孤
剣
〕

性
論
と
肚
會
主
義
　
　
．
〔
石
川
生
〕

學
者
と
肚
會
主
義
　
　
〔
金
子
喜
一
〕

幸
徳
君
足
下
　
　
　
〔
｝
ぎ
げ
甥
o
邑

暗
潮
　
　
　
　
　
　
　
〔
有
　
香
〕

大
家
先
生
の
職
後
経
螢
〔
山
田
滴
海
〕

肚
會
主
義
蓮
動
基
金
募
集

本
紙
援
張
に
就
て
の
注
意

同
志
の
運
動
・
・
傳
道
行
商
の
記

　
　
〔
小
田
生
・
山
口
生
〕
・
肚
會
主

　
　
議
研
究
會
（
李
民
肚
Y
杜
會
主

　
　
議
演
説
會
（
北
総
卒
民
倶
樂
部
）

　
　
・
九
州
肚
會
倶
樂
部
例
會
（
日

　
　
向
宮
崎
）
・
横
濱
曙
會
よ
り
・

　
　
岡
山
い
ろ
は
倶
樂
部
・
紳
戸
耶

　
　
民
倶
樂
部
第
六
例
會
・
横
濱
肚

　
　
會
主
義
演
読
會
・
肚
會
主
義
演

　
　
設
會
（
日
本
橋
）
〔
石
川
〕

通
俗
杜
會
主
義
（
豫
告
）
〔
堺
利
彦
〕

　
第
二
巻
第
二
號
（
明
治
冊
八
年
二

　
　
月
十
二
日
）

「
新
人
」
の
國
家
宗
教
〔
木
下
樹
江
〕

内
外
時
事
・
・
露
國
革
命
蓮
動
の
経

　
　
過
・
政
界
弊
風
の
犠
牲
・
是
れ

　
　
偶
然
の
出
來
事
な
る
乎
・
浦
賀

　
　
船
渠
會
杜
の
同
盟
罷
工
・
浦
和

　
　
の
消
費
組
合
・
盲
人
保
護
の
議

　
　
・
萬
國
肚
會
窯
運
動
一
覧

感
慨
一
律
寄
幸
徳
西
川
爾
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
福
軒
誠
〕

露
國
革
命
の
組
母
　
　
　
〔
秋
水
記
〕

誰
か
村
の
改
革
者
た
る
者
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
小
田
野
聲
〕

画
根
宮
の
下
よ
り

芦
の
湖
昨
の
一
日

結
婚
と
は
何
ぞ
や

肚
會
主
義
日
曜
學
校

東
西
南
北
よ
り

少
女
の
私
有
財
産

通
俗
肚
會
主
義

　
　
　
　
　
　
著

女
囚
を
憐
れ
む

卒
民
杜
よ
り

同
志
の
運
動
・

　
　
〔
松
崎
源
吉
〕

〔
泣
轟
み
つ
〕

　
〔
み
　
つ
〕

〔
白
柳
秀
湖
〕

〔
金
子
喜
ご

秋
白
爾
君
に
寄
す
る
歌
〔
戸
谷
童
香
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
少
翁
生
〕

　
　
　
　
　
　
〔
ブ
ラ
チ
フ
オ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
・
堺
枯
川
抄
課
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
孤
　
創
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
枯
川
生
〕

　
　
　
　
　
　
・
足
尾
銅
山
遊
論

　
　
　
　
　
　
　
・
肚
會
主
義
婦
人

　
　
講
演
・
肚
會
主
義
談
話
會
〔
吉
田

　
　
磯
〕
・
早
稻
田
肚
會
學
會
例
會

　
　
〔
吉
田
磯
∀
紳
戸
卒
民
倶
樂
部

　
　
よ
り
・
救
世
軍
横
須
賀
小
隊
よ

　
　
り
〔
鬼
骨
〕
・
陸
奥
國
下
北
郡
よ

　
　
り
〔
菊
地
叔
三
〕
・
土
佐
李
民
倶

　
　
樂
部
例
會
・
大
阪
讃
者
會
例
會

天
地
と
人
問
　
　
　
　
〔
松
岡
ふ
み
〕

　
第
二
巻
第
三
號
（
明
治
冊
八
年
二

　
　
月
十
九
日
）

露
國
革
命
が
與
ふ
る
教
訓

内
外
時
事
・
・
萬
朝
報
の
富
豪
攻
撃

　
　
・
沖
縄
の
旱
越
・
自
殺
又
自
殺

　
　
・
銀
行
者
と
第
四
同
債
券
・
騙

　
　
取
と
傷
造
・
學
生
の
同
盟
休
校

　
　
・
浦
賀
同
盟
罷
工
の
落
着
・
清

　
　
國
學
生
と
日
本
警
察
・
人
力
車

　
　
賃
銭
均
一
・
徴
兵
を
忌
避
し
て

　
　
傷
く
・
名
士
と
海
軍
省

大
審
院
公
剣

幸
徳
西
川
雨
氏
邊
別
會
の
禁
止

矛
盾
の
世
の
中
　
　
　
　
〔
旭
山
生
〕



肚
會
主
義
運
動
統
計

番
豪
よ
り
主
義
を
読
く

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
庄
司
萬
三
郎
〕

難
誌
品
陶
　
　
　
　
　
　
〔
秋
水
記
〕

函
根
山
中
の
肚
會
問
題
　
〔
西
川
生
〕

怪
し
か
ら
ぬ
奴
　
　
　
　
〔
石
井
生
〕

女
男
爾
性
の
關
係
　
〔
ト
ル
ス
ト
イ
〕

主
美
の
歌

杜
會
署
に
望
む
　
　
　
〔
金
子
喜
一
〕

肚
會
主
義
の
歌
　
　
　

〔
孤
創
〕

紳
士
閥
の
一
晋
樂
會
　
　
〔
滴
海
逸
民
〕

東
西
南
北
よ
り

通
俗
肚
會
主
議
〔
ブ
ラ
チ
フ
オ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
著
・
堺
枯
川
抄
鐸
〕

同
志
の
運
動
・
・
肚
會
主
義
大
演
説

　
　
會
（
青
年
會
館
）
・
肚
會
主
義
研

　
　
究
會
（
卒
民
肚
）
・
勢
働
者
談
話

　
　
會
〔
西
川
生
〕
・
北
総
青
年
會
肚

　
　
合
日
主
義
研
究
會
〔
吉
田
磯
〕
・
神

　
　
戸
準
民
倶
樂
部
第
六
例
會
・
画

　
　
館
卒
民
倶
樂
部
〔
内
藤
生
〕
・

　
　
倶
樂
部
設
立
（
横
濱
曙
會
）
・
信

　
　
州
神
川
村
讃
者
會
・
千
葉
讃
者

　
　
會
・
信
州
紳
川
村
讃
者
會

李
民
鮭
よ
り
　
　
　
　
　
〔
枯
川
生
〕

新
刊
紹
介
　
　
〔
森
近
生
・
枯
川
生
〕

　
第
二
巻
第
四
號
（
明
治
升
八
年
二

　
　
月
二
六
日
）

遺
族
扶
助
料
の
箏
議
　
〔
木
下
術
江
〕

歌
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
有
香
〕
他

李
和
の
風
説

大
審
院
の
判
決

幸
徳
西
川
二
氏
の
入
獄

大
光
明
の
前
途

内
外
時
事
・
・
皇
室
と
人
民
間
の
箏

　
　
訟
・
模
範
村
長
歓
迎
會
・
政
治

　
　
家
と
贅
本
家
・
桂
、
野
田
、
大

　
　
倉
・
杜
會
主
義
の
學
校
・
露
國

　
　
耶
民
の
勝
利
・
露
國
革
命
窯
に

　
　
封
す
る
同
情
・
我
國
の
癩
病
患

　
　
者
・
更
紗
職
工
の
同
盟
罷
工
・

　
　
那
威
肚
會
窯
の
勝
利
・
長
老
ガ

　
　
ポ
ソ
の
人
物
・
英
國
の
失
業
者

　
　
問
題
・
ル
イ
ズ
・
ミ
ツ
シ
エ
ル

　
　
傳
・
天
皇
陛
下
よ
り
酒
肴
料

雑
誌
品
隣
　
　
　
　
　
　
〔
枯
川
生
〕

國
家
の
膨
脹
と
人
民
の
幸
福
（
英
國

　
勢
働
運
動
史
を
讃
む
）
〔
西
川
生
〕

富
者
天
國
に
入
る
べ
ぎ
乎
〔
孤
剣
生
〕

主
椹
登
達
論
　
　
　
　
〔
滴
海
逸
民
〕

萬
國
肚
會
蕪
本
部
の
報
告

東
西
南
北
よ
り

通
俗
肚
會
主
義
〔
ブ
ラ
チ
フ
オ
ー
ド

週
刊
新
聞
『
直
言
』
総
目
次
と
解
説

　
　
　
　
　
原
署
・
堺
枯
川
抄
課
〕

同
志
の
蓮
動
・
・
壮
曾
主
義
演
読
會

　
　
（
千
葉
縣
）
〔
西
川
生
∀
行
徳
町

　
　
演
説
會
〔
遊
読
者
の
一
人
〕
二
一
一

　
　
人
組
傳
道
行
商
〔
原
子
・
渡
邊
・

　
　
深
尾
〕
・
米
國
桑
港
新
年
小
會
・

　
　
勢
働
者
談
話
會
・
家
賃
問
題
演

　
　
読
會
・
横
濱
の
直
言
愛
讃
者
に

　
　
告
ぐ
・
岡
山
い
ろ
は
倶
樂
部
例

　
　
會

白
熊
兄
に
　
　
　
　
　
〔
見
玉
花
外
〕

直
行
肚
　
　
　
　
〔
大
森
の
留
守
番
〕

卒
民
肚
よ
り
　
　
　
　
　
〔
枯
川
生
〕

　
第
二
巻
第
五
號
（
明
治
升
八
年
三

　
　
月
五
日
）

明
治
時
代
の
政
教
史

歌
〔
無
名
氏
〕
他

兄
弟
姉
妹
よ
　
　
　
〔
幸
徳
生
拝
手
〕

日
本
之
新
聞
・
・
億
議
會
は
閉
ぢ
ぬ

　
　
・
女
樺
援
張
の
請
願
・
普
通
撰

　
　
畢
の
請
願
・
言
論
出
版
の
自
由

　
　
に
關
す
る
請
願

肚
會
主
義
の
傳
道
者
　
　
〔
西
川
生
〕

忍
び
の
門
　
　
　
　
　
〔
西
川
生
〕

世
界
之
新
聞
・
・
露
國
革
命
彙
報
・

　
　
英
國
の
新
聞
ト
ラ
ス
ト
・
英
米

　
　
に
於
け
る
饗
狂
者
の
檜
加

言
論
出
版
の
自
由
に
關
す
る
質
問

新
聞
士
買
の
記
　
　
　
　
　
　
　
〔
ふ
　
　
み
〕

行
徳
町
の
今
昔
　
　
　
　
〔
旭
山
生
〕

雑
誌
品
騰
　
　
　
　
　
　
〔
秀
湖
生
〕

東
西
南
北
よ
り

屠
牛
場
　
　
　
　
　
　
〔
孤
　
剣
〕

成
田
の
圖
書
館
　
　
　
　
〔
白
熊
生
〕

讃
者
諸
君
、
同
志
諸
君
に
望
む
（
九

　
州
傳
道
行
商
に
つ
き
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
小
田
頼
造
〕

通
俗
肚
會
主
義
〔
ブ
ラ
チ
フ
オ
ー
ド

　
　
　
　
　
原
著
・
堺
枯
川
抄
課
〕

吾
等
が
歌
　
　
　
　
〔
林
三
十
六
郎
〕

職
地
だ
よ
り
　
　
　
　
　
〔
△
△
△
〕

片
山
潜
氏
の
消
息
　
　
　
〔
片
山
潜
〕

同
志
の
蓮
動
・
・
紀
州
木
の
本
町
潅

　
　
読
の
一
目
〔
緑
亭
生
〕
・
肚
會
主

　
　
義
研
究
會
（
耶
民
杜
）
・
杜
會
主

　
　
義
演
読
會
（
横
濱
曙
會
）
・
土
浦

　
　
杜
會
主
義
演
説
會
（
茨
城
縣
）
・

　
　
第
七
高
等
學
校
よ
り
（
鹿
見
島
）

　
　
・
土
曜
會
嚢
會
式
（
佐
渡
相
川

　
　
町
）
・
鶴
岡
杜
會
主
義
研
究
會

　
　
（
山
形
縣
鶴
岡
町
）
〔
笹
原
定
治

　
　
郎
〕
・
筑
後
の
同
志
に
告
ぐ
・

　
　
千
葉
羽
衣
會
の
創
立
・
神
戸
卒

　
五
五
　
　
　
（
六
九
九
）



週
刊
新
聞
『
直
言
』
練
目
次
と
解
読

　
　
民
倶
樂
部
第
七
例
會
・
岐
阜
李

　
　
民
會

準
民
杜
よ
り
　
　
　
　
　
〔
枯
川
生
〕

新
刊
紹
介
　
　
〔
枯
川
生
・
旭
山
生
〕

　
第
二
巻
第
六
號
（
明
治
升
八
年
三

　
　
月
十
二
日
）

露
國
革
命
の
淵
源

柴
垣
　
　
　
　
　
　
〔
樋
口
配
天
〕

行
く
雲
　
　
　
　
　
　
〔
樋
口
配
天
〕

日
本
之
新
聞
・
・
當
今
政
窯
の
麟
語

　
　
・
主
職
論
者
の
責
任
・
高
利
國

　
　
債
の
好
景
氣
・
青
眼
白
眼

土
ハ
産
窯
宣
言
公
剣
　
　
〔
枯
川
生
記
〕

幸
徳
氏
に
薗
會
　
　
　
　
〔
熊
谷
生
〕

世
界
之
新
聞
・
・
萬
國
肚
會
窯
本
部

　
　
委
員
會
・
佛
國
枇
會
窯
統
一
條

　
　
件
・
室
腹
σ
小
學
生
七
千
人
・

　
　
英
國
勢
働
代
表
運
動
大
會
・
濁

　
　
逸
磧
業
界
の
大
雫
闘
・
人
命
の

　
　
代
債
・
萬
國
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

大
審
院
剣
決
書

勢
働
者
諸
君
に
告
ぐ
　
　
〔
片
山
潜
〕

肚
會
主
義
の
虚
女
演
読
〔
金
子
喜
じ

皇
室
の
財
産
　
　
　
　
　
〔
小
有
子
〕

言
論
自
由
の
請
願
は
握
潰
し
に
非
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
粕
谷
義
三
〕

東
西
南
北
よ
り

通
俗
杜
會
主
義
〔
ブ
ラ
チ
フ
オ
ー
ド

　
　
　
　
　
原
著
・
堺
枯
川
抄
課
〕

源
氏
物
語
に
於
け
る
女
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
菅
谷
岩
子
〕

同
志
の
蓮
動
・
・
肚
會
主
義
婦
人
講

　
　
演
（
準
民
吐
）
〔
つ
ゆ
子
〕
・
肚
會

　
　
主
義
演
読
會
（
淺
草
植
木
屋
）

　
　
〔
犬
王
〕
・
能
登
中
學
校
杜
會
主

　
　
義
演
説
會
・
横
須
賀
卒
民
舎
懇

　
　
和
會
・
京
都
市
肚
會
主
義
談
話

　
　
會
〔
家
城
〕
・
爾
毛
地
方
の
同
志

　
　
に
告
ぐ
〔
吉
田
磯
〕
・
小
樽
匠

　
　
讃
者
會
（
北
海
道
）
・
壮
會
主

　
　
義
研
究
會
（
名
古
屋
）

新
刊
紹
介
　
　
　
　
　
　
〔
枯
川
生
〕

『
冥
想
の
結
果
』
に
非
ず
　
〔
高
島
圓
〕

李
民
肚
よ
り
　
　
　
　
　
〔
枯
川
生
〕

　
第
二
巻
第
七
號
（
明
治
針
八
年
三

　
　
月
十
九
日
）

俘
虜
諸
君
に
告
ぐ

歌
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
牛
生
〕
他

日
本
之
新
聞
・
・
李
和
は
近
け
り
・

　
　
義
職
論
者
に
問
ふ
・
政
府
と
名

　
　
士
・
哀
れ
な
る
軍
人
家
族
・
侯

　
　
爵
大
將
夫
人
と
一
老
婆
と
の
箏

　
　
・
女
教
師
と
凋
身
・
出
獄
し
て

　
　
自
殺
す
・
紡
績
會
杜
の
合
同
・

　
　
酸
味
苦
杯

世
界
の
同
志
に
謝
す

雑
誌
品
階
　
　
　
　
〔
松
岡
ふ
み
子
〕

世
界
之
新
聞
・
D
英
國
々
會
に
於
け

　
　
る
勢
働
窯
の
勢
力
・
英
國
勢
働

　
　
代
表
委
員
大
會
・
露
國
革
命
の

　
　
先
鋒
は
御
用
勢
働
組
合
・
露
國

　
　
革
命
諸
派
の
會
合
・
那
威
諸
市

　
　
に
於
け
る
肚
會
窯
の
勢
力
・
南

　
　
阿
職
箏
の
結
果

エ
ス
ペ
ラ
ソ
ト
語
の
話
〔
枯
川
生
記
〕

職
後
思
想
界
の
準
備

東
西
南
北
よ
り

肚
會
主
義
者
の
愛
國
心
　
〔
石
川
生
〕

思
想
の
革
命
　
　
　
　
〔
小
田
野
聲
〕

『
文
士
』
と
杜
會
主
義
　
　
〔
簗
田
生
〕

製
糸
工
女
の
歌

李
民
肚
よ
り
　
　
　
　
　
〔
枯
川
生
〕

露
帝
を
絞
罪
に
虚
す

同
志
の
運
動
・
・
杜
會
主
義
研
究
會

　
　
（
年
民
肚
）
〔
犬
王
生
〕
・
飛
騨
政

　
　
談
演
説
會
〔
枯
柳
庵
大
夢
軒
〕
・

　
　
第
三
同
岐
阜
李
民
會
〔
△
△
生
〕

　
　
・
土
佐
卒
民
倶
樂
部
第
三
同
例

　
　
會
・
土
佐
卒
民
倶
樂
部
第
四
同

五
六

（
七
〇
〇
）

　
　
例
會
・
隣
人
會
設
立
「
三
浦
牛

　
　
島
の
同
胞
に
告
ぐ
！
」
・
埼
玉

　
　
縣
川
越
町
よ
り
・
近
村
の
同
志

　
　
に
告
ぐ
（
埼
玉
縣
南
埼
玉
郡
小

　
　
林
村
）
〔
岩
崎
秋
次
郎
〕

新
刊
紹
介
　
　
　
　
　
　
〔
旭
　
山
〕

　
第
二
巻
第
八
號
（
明
治
升
八
年
三

　
・
月
二
十
六
日
）

日
本
紳
士
閥
の
解
剖

『
富
の
厘
制
』
を
讃
み
て
　
〔
一
讃
者
〕

日
本
之
新
聞
・
・
新
聞
杜
會
の
堪
辱

　
　
・
私
有
財
産
的
官
煙
の
毒
・
職

　
　
箏
の
罪
・
鑛
毒
地
人
民
の
哀
訴

　
　
・
早
稻
田
大
學
の
雄
辮
會
・
青

　
　
眼
白
眼

芋
鏡
子
よ
り

世
界
之
新
聞
・
・
伊
國
勢
働
者
大
會

　
　
・
那
威
に
於
け
る
祉
會
窯
の
登

　
　
達
・
金
子
喜
一
氏
の
演
読
・
萬

　
　
國
の
第
働
者
諸
君
（
露
國
革
命

　
　
運
動
の
援
助
を
要
求
す
る
激
）

雑
誌
瞥
見

滅
茶
苦
茶
な
る
米
國
の
肚
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
山
口
孤
創
〕

畜
生
懸
（
上
）
　
　
　
　
〔
白
柳
秀
湖
〕

卒
民
肚
よ
り
　
　
　
　
　
〔
枯
川
生
〕



通
俗
吐
會
主
義
〔
ブ
ラ
チ
フ
オ
ー
ド

　
　
　
　
　
原
著
・
堺
枯
川
抄
課
〕

興
津
の
二
夜
　
　
　
　
　
〔
木
下
生
〕

同
志
の
蓮
動
・
・
長
府
町
傳
道
行
商

　
　
の
一
目
〔
松
尾
枯
泉
生
〕
・
肚
會

　
　
主
義
茶
話
會
（
李
民
肚
）
〔
犬
王
〕

　
　
・
第
一
同
同
志
會
〔
隣
人
會
當

　
　
番
櫻
井
仁
八
〕
・
批
會
主
義
者

　
　
例
會
（
米
國
桑
港
）
・
肚
會
主
義

　
　
砺
究
會
（
名
古
屋
）
〔
鈴
木
楯
雄
〕

　
　
・
卒
民
會
第
二
同
懇
和
會
（
横

　
　
須
賀
）
　
・
岐
阜
耶
民
會
・
敢
て

　
　
鳥
取
縣
下
の
同
志
に
告
ぐ
〔
吉

　
　
田
枯
村
〕
・
阯
會
主
義
者
の
楡

　
　
快
〔
日
本
種
利
亭
〕
・
神
戸
李
民

　
　
倶
樂
部
第
七
例
會
・
靴
工
杜
會

　
　
主
義
碑
究
〔
石
犬
王
〕
　
肚
會
主

　
　
義
演
説
會
（
深
川
）
〔
石
犬
王
〕

東
北
傳
道
行
商
　
　
　
〔
荒
畑
勝
三
〕

　
第
二
巻
第
九
號
（
明
治
冊
八
年
四

　
　
月
二
目
）

島
田
先
生
に
呈
す
　
　
〔
木
下
㈲
江
〕

集
鴨
の
清
息
　
　
　
　
　
〔
秋
　
水
〕

目
本
之
新
聞
・
・
奇
怪
な
る
集
會
の

　
　
自
由
・
鮮
血
滴
る
三
億
圓
　
東

　
　
京
市
目
下
の
土
地
問
題
・
學
校

　
　
屋
の
會
祉
雫
ひ
・
青
眼
白
眼

集
鴨
の
消
息
　
　
　
〔
西
川
光
二
郎
〕

世
界
之
新
聞
・
・
普
漏
西
肚
會
民
主

　
　
窯
大
會
　
米
國
の
妻
子
遺
棄
問

　
　
題
　
清
國
革
命
蕪
・
ニ
ユ
ー
、

　
　
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
新
立
法
・
白
耳

　
　
義
抗
夫
の
同
情
・
同
盟
罷
工
を

　
　
破
ら
ん
と
す
・
肚
會
主
義
日
曜

　
　
學
校
・
伯
爵
夫
人
の
勢
働
運
動

萬
國
社
會
窯
本
部
よ
り

菓
食
主
義
に
つ
い
て
（
上
）
〔
枯
川
生
〕

田
舎
み
や
げ
　
　
　
　
　
〔
森
近
生
〕

東
西
南
北
よ
り

畜
生
懸
（
下
）
　
　
　
〔
白
柳
秀
湖
〕

肚
會
民
主
主
義
と
國
家
杜
會
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
春
峰
生
〕

通
俗
杜
會
主
義
〔
ブ
ラ
チ
フ
オ
ー
ド

　
　
　
　
　
原
著
・
堺
枯
川
抄
課
〕

卒
民
肚
よ
り
　
　
　
　
　
〔
枯
川
生
〕

早
稻
田
の
擬
國
會
　
　
　
〔
一
記
者
〕

杜
會
主
義
の
激

　
　
　
　
　
〔
日
本
杜
會
主
義
同
志
〕

同
志
の
蓮
動
・
・
幻
燈
行
商
日
記

　
　
餐
》
〔
渡
邊
政
太
郎
・
原
子
基

　
　
・
深
尾
翻
〕
・
肚
會
主
義
傳
道

　
　
隊
の
蓮
動
〔
石
川
生
〕
・
杜
會
主

　
　
義
硯
究
會
（
李
民
肚
）
〔
石
犬
王
〕

週
刊
新
聞
『
直
言
』
縮
目
次
と
解
説

　
　
汽
車
中
の
傳
道
（
岐
阜
）
〔
岩
藤

　
　
思
雪
∀
前
橋
直
言
讃
者
會
〔
吉

　
　
田
民
鐵
〕
・
岡
山
い
ろ
は
倶
樂

　
　
部
春
季
大
會
・
隣
人
會
々
報
・

　
　
杜
會
主
義
談
話
會
（
上
州
伊
勢

　
　
崎
）
〔
吉
田
民
鐵
〕
・
名
和
村
讃

　
　
者
會
（
上
州
）
〔
吉
田
磯
∀
京
都

　
　
無
聲
會
例
會
・
筑
後
（
南
部
）
同

　
　
志
懇
話
會
・
上
毛
直
言
讃
者
會
・

　
　
但
馬
豊
岡
町
附
近
の
讃
者
諸
兄

　
　
・
吐
會
主
義
研
究
會
（
横
濱
曙

　
　
會
Y
紳
戸
李
民
倶
樂
部
第
八
例

　
　
會
・
画
館
耶
民
倶
樂
部
〔
き
せ
〕

九
州
の
同
志
諸
君
に
告
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
小
田
頼
造
〕

　
第
二
巻
第
十
號
（
明
治
針
八
年
四

　
　
月
九
目
）

勢
働
運
動
の
復
活
期

日
本
之
新
聞
・
・
新
聞
紙
上
の
大
事

　
　
件
・
各
種
勢
働
者
賃
銀
の
高
低

　
　
・
無
料
宿
泊
所
の
近
歌
・
日
露

　
　
職
孚
と
國
内
工
場
・
減
囚
七
千

　
　
鯨
人
・
伊
豆
の
安
樂
郷

傳
道
行
商
消
息

東
西
南
北
よ
り

世
界
之
新
聞
・
・
失
業
者
の
示
威
蓮

　
　
動
・
南
阿
に
於
け
る
勢
働
者
・

　
　
團
結
せ
る
婦
入
の
聾
・
社
會
主

　
　
義
者
の
祀
捷
行
列
・
旬
牙
利
國

　
　
最
初
の
代
議
士
・
佛
國
の
内
國

　
　
職
費
・
露
領
シ
ヨ
ー
ジ
ア
の
民

　
　
主
政
府
・
百
二
十
一
歳
の
肚
會

　
　
主
義
者
・
康
有
爲
の
消
息

雑
誌
品
隅
　
　
　
　
　
〔
曙
の
里
人
〕

中
學
卒
業
生
を
戒
む
　
〔
滴
海
逸
民
〕

東
京
市
の
水
道
と
電
車

遙
に
幸
徳
秋
水
を
思
ふ
〔
前
田
三
遊
〕

集
鴨
監
獄
を
訪
ふ
　
　
　
〔
滴
　
海
〕

満
腹
論
”
『
富
の
璽
制
』
の
一
節
”

　
（
韓
載
）

犯
罪
問
題
偶
感
　
　
　
　
〔
犀
水
生
」

待
つ
思
　
　
　
　
　
〔
樋
口
配
天
〕

螢
働
に
生
き
よ
　
　
　
〔
小
野
有
香
〕

茶
食
主
義
に
つ
い
て
（
下
）
〔
枯
川
生
〕

李
民
杜
よ
り
　
　
　
　
　
〔
枯
川
生
〕

同
志
の
運
動
・
・
勢
働
者
観
櫻
會
の

　
　
記
〔
石
川
生
〕
・
杜
會
主
義
大
演

　
　
読
會
〔
一
聴
衆
〕
・
宇
部
宮
傳
道

　
　
〔
吉
田
磯
〕
・
肚
會
主
義
研
究
會

　
　
（
大
阪
卒
民
杜
）
〔
赤
人
〕
・
早
稻

　
　
田
肚
會
學
會
例
會
・
上
毛
直
言

　
　
讃
者
會
・
小
樽
匹
讃
者
會
（
北

　
　
海
道
）
・
杜
會
主
義
砺
究
會
（
横

　
五
七
　
　
　
（
七
〇
一
）



　
　
　
　
週
刊
新
聞
『
直
言
』

　
　
濱
曙
會
）
・
信
州
小
縣
郡
紳
川

　
　
村
讃
者
會
・
肚
會
主
義
研
究
會

　
　
（
名
古
屋
）

傳
道
行
商
日
記
餐
9

　
　
　
　
　
　
〔
原
子
基
・
深
尾
詔
〕

編
輯
雑
事

総
目
次
と
解
説

　
第
二
巻
第
十
一
號
（
明
治
升
八
年

　
　
四
月
十
六
日
）

借
地
人
諸
君
に
告
ぐ
　
　
〔
石
川
生
〕

日
本
之
新
聞
・
・
模
範
巡
査
、
模
範

　
　
看
守
・
産
業
組
合
中
央
會
趣
意

　
　
書
・
不
條
理
な
る
地
代
値
上
・

　
　
渇
者
の
飲
・
畳
家
奨
働
會
・
女

　
　
學
生
と
肚
會
主
義

『
直
言
』
婦
人
號
（
豫
告
）

世
界
之
新
聞
・
・
露
西
亜
に
於
け
る

　
　
土
地
の
分
配
・
露
國
革
命
家
キ

　
　
ル
コ
ッ
フ
公
・
露
國
婦
人
の
奮

　
　
闘
・
暗
殺
者
の
辮
明
・
米
國
の

　
　
少
年
勢
働
者
・
貧
者
に
子
を
産

　
　
む
の
椹
利
無
し
・
劣
働
者
團
結

　
　
の
禁
止
・
ポ
ベ
ド
ノ
ス
チ
エ
フ

　
　
の
辮
職
・
佛
國
帝
政
窯
の
陰
謀

　
　
・
南
阿
清
人
の
罷
工

無
欲
な
る
人
物

生
産
の
目
的
を
論
ず
　
〔
山
田
滴
海
〕

雑
誌
瞥
見

ボ
ス
ト
ン
便
り

さ
く
ら
宗
吾
（
上
）

編
集
雑
事

螢
働
に
生
き
よ
（
綾
）

通
俗
肚
會
主
義

　
　
　
　
　
原
著

鮫
ヶ
橋
の
貧
民
窟

拘
留
の
一
夜

同
志
の
運
動
・

〔
金
子
喜
一
〕

　
〔
そ
ろ
り
〕

〔
小
野
有
香
〕

　
　
　
　
　
　
〔
ブ
ラ
チ
フ
ォ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
・
堺
枯
川
抄
課
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
原
子
草
水
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
山
口
生
〕

　
　
　
　
　
　
・
杜
會
主
義
婦
人
講

　
　
演
（
卒
民
杜
）
・
九
州
傳
道
行
商

　
　
記
（
一
）
〔
小
田
頼
造
〕
・
横
須
賀

　
　
耶
民
舎
演
説
會
〔
岡
起
雲
〕
・
い

　
　
ろ
は
倶
樂
部
春
季
大
會
・
岡
山

　
　
い
ろ
は
倶
樂
部
観
櫻
會
・
岐
阜

　
　
李
民
會
例
會
・
横
濱
勢
働
者
観

　
　
櫻
會
・
川
越
遊
説
〔
吉
田
民
鐵
〕

　
　
・
神
戸
耶
民
倶
樂
部
第
八
例
會

　
　
〔
野
花
〕
・
肚
會
主
義
演
説
會

　
　
（
東
京
）
〔
山
口
生
〕
・
越
後
同
志

　
　
大
會
（
長
岡
）
・
火
鞭
會
告
白

卒
民
肚
よ
り
　
　
　
　
　
〔
枯
川
生
〕

　
第
二
巻
第
十
二
號

　
　
四
月
二
三
日
）

　
　
“
婦
人
號
“

醒
め
よ
、
婦
人

（
明
治
三
八
年

〔
木
下
樹
江
〕

日
本
之
新
聞
・
・
女
學
生
と
肚
會
主

　
　
義
・
母
を
殺
す
娘
あ
り
・
堕
胎

　
　
と
情
死
・
女
萬
引

共
産
掌
宣
言
被
告
事
件
公
剣

狂
愚
な
る
政
府
　
　
　
　
〔
旭
山
生
〕

婦
人
問
題
概
観
　
　
　
　
〔
堺
利
彦
〕

桃
紅
李
白
　
　
　
　
　
〔
松
華
女
史
〕

世
界
之
新
聞
・
・
英
國
婦
人
選
墾
穫

　
　
獲
得
運
動
の
小
歴
史
・
婦
人
選

　
　
畢
権
大
會
・
消
費
組
合
と
婦
人

　
　
・
女
中
の
同
盟
罷
業

如
何
に
し
て
杜
會
主
義
者
と
な
り
し

　
乎
濁
逸
軍
人
の
結
婚
　
　
〔
石
川
旭
山
〕

肚
會
主
義
の
婦
人
運
動

結
婚
は
唯
金
に
由
る
（
韓
載
）
（
エ
ン

　
ゲ
ル
ス
著
『
家
族
の
起
原
』
の
一

　
節
）
一
萬
八
千
の
女
教
員

探
偵
さ
ん
と
お
花
見

さ
く
ら
宗
吾

稜
の
昔

卒
民
杜
よ
り

同
志
の
浬
動
・

　
　
記
〔
荒
畑
勝
三
〕

　
　
商
日
記
（
三
）

　
　
詔
〕
・

〔
不
可
汚
生
〕

　
〔
た
　
め
〕

　
〔
そ
ろ
り
〕

〔
樋
口
配
天
〕

　
〔
枯
川
生
〕

　
・
東
北
傳
道
行
商
日

　
　
　
・
甲
信
傳
道
行

　
　
　
〔
原
子
基
・
深
尾

杜
會
主
義
研
究
會
（
奉
民

　
五
八
　
　
　
（
七
〇
二
）

　
　
肚
）
〔
犬
王
生
〕
・
肚
會
主
義
研

　
　
究
會
（
大
阪
李
民
社
）
〔
赤
人
〕
・

　
　
傳
道
隊
の
片
わ
れ
〔
吉
田
民
鐵
〕

　
　
・
肚
會
主
義
演
説
會
（
常
陸
柿

　
　
岡
）
〔
市
村
紫
堂
〕
・
函
館
卒
民

　
　
倶
樂
部
小
集
〔
一
卒
民
〕
・
信

　
　
州
神
川
村
讃
者
運
動
會
・
杜
會

　
　
主
義
婦
入
會
（
下
之
關
）
・
岐
阜

　
　
杜
會
主
義
談
話
會
〔
思
雪
生
〕

君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
勿
れ
（
韓
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
與
謝
野
晶
子
〕

　
第
二
巻
第
十
三
號
（
明
治
升
八
年

　
　
四
月
三
十
日
）

慧
愛
中
心
の
杜
會
問
題
〔
木
下
伺
江
〕

日
本
之
新
聞
・
・
肚
會
主
義
と
『
大

　
　
御
心
』
・
國
民
兵
召
集
の
勅
令

　
　
・
男
女
爾
性
に
關
す
る
論
議
・

　
　
國
民
新
聞
を
讃
ま
ざ
る
者
は
免

　
　
職
す
・
農
商
務
省
と
勢
働
問
題

　
　
・
少
年
螢
働
の
檜
加
・
共
産
堂

　
　
宣
言
事
件
公
判

米
國
の
同
志
よ
り

編
輯
雑
事

世
界
之
新
聞
・
・
卒
民
新
聞
慶
刊
に

　
　
就
て
・
米
國
に
於
け
る
片
山
潜

　
　
氏
・
ヶ
ア
、
　
ハ
ー
デ
ー
氏
の
建



　
　
議
・
賓
本
家
の
犠
牲
・
最
近
に

　
　
於
け
る
濁
逸
杜
會
黛
の
登
達
・

　
　
倫
敦
府
下
の
無
宿
者
・
伊
太
利

　
　
勢
働
者
の
勝
利
・
白
耳
義
抗
夫

　
　
の
同
盟
罷
工
・
瑞
典
の
杜
會
蕪

片
山
潜
氏
の
消
息
　
　
　
〔
片
山
潜
〕

性
慾
論
（
上
）
　
（
○
暫
b
Φ
β
け
Φ
門
氏
著

　
ピ
O
〈
O
㎡
0
9
β
仙
目
磯
6
げ
ト
磯
Φ
の

　
一
章
）
　
　
　
　
〔
枯
川
生
抄
謬
〕

東
西
南
北
よ
り

さ
く
ら
宗
吾
　
　
　
　
　
〔
そ
ろ
り
〕

耶
民
床
　
　
　
　
　
　
〔
原
子
草
水
〕

卒
民
舎
ミ
ル
ク
ホ
：
ル

糟
萎
　
　
　
　
　
　
　
〔
秀
湖
生
〕

怠
惰
の
福
昔
”
『
富
の
塵
制
』
の
一

　
節
11
（
韓
載
）

舎
弟
の
職
死
に
就
ぎ
て
〔
福
軒
手
記
〕

十
日
の
放
　
　
　
　
　
霊
醐
海
逸
民
〕

、
ミ
ツ
シ
ヨ
ソ
ス
ク
ー
ル
に
在
る
女
學

　
生
諸
君
に
迭
る
　
　
〔
小
松
謙
介
〕

同
志
の
蓮
動
・
・
九
州
傳
道
行
商
記

　
　
（
二
）
〔
小
田
頼
造
〕
・
東
北
傳
道

　
　
行
商
目
記
（
二
）
〔
荒
畑
勝
三
〕
・

　
　
前
橋
に
於
け
る
活
動
〔
吉
田
磯
〕

　
　
・
大
阪
李
民
肚
茶
話
會
〔
赤
人
〕

　
　
・
名
古
屋
批
會
主
義
演
説
會

　
　
〔
山
羊
生
∀
横
濱
の
二
日
間

　
　
〔
原
子
基
〕
・
早
稻
田
杜
會
學
會

　
　
臨
時
集
會
〔
お
と
き
∀
筑
後
同

　
　
志
會
〔
一
會
員
〕
・
上
毛
直
言
讃

　
　
者
會
（
高
崎
）
〔
布
施
月
香
〕
・
肚

　
　
會
主
義
研
究
會
（
名
古
屋
）
〔
鈴

　
　
木
楯
雄
〕
・
名
古
屋
肚
會
主
議

　
　
者
會
合
・
岐
阜
卒
民
肚

　
第
二
巻
第
十
四
號
（
明
治
升
八
年

　
　
五
月
七
日
）

日
本
政
府
、
封
、
社
會
窯

砂
糖
水
肚
會
主
義

國
家
的
資
本
家
主
義

恐
怖
の
結
果
也

膏
藥
、
塗
藥
の
類

飴
を
嘗
ら
せ
る
者

日
本
之
新
聞
・
・
高
利
國
債
の
好
況

　
　
・
貧
民
を
絞
り
て
富
有
を
利
す

　
　
る
國
債
・
鱈
善
の
鐵
鎖
・
大
隈

　
　
氏
の
撰
畢
椹
籏
張
論
・
資
本
合

　
　
同
の
大
勢
・
青
眼
白
眼

集
鴨
の
歌
　
　
　

〔
西
川
光
二
郎
〕

鳴
呼
九
十
九
里
　
　
〔
緑
川
春
山
稿
〕

編
集
難
事

世
界
之
新
聞
・
・
亜
爾
米
尼
革
命
黛

　
　
の
急
訴
・
露
國
の
五
月
一
目
・

　
　
ガ
ボ
ン
長
老
と
肚
會
黛
・
濠
洲

週
刊
新
聞
『
直
言
』
総
目
次
と
解
説

　
　
に
於
け
る
杜
會
黛
・
リ
ス
ニ
ャ

　
　
に
於
け
る
肚
會
主
義
・
濁
逸
政

　
　
府
相
績
税
を
起
さ
ん
と
す

集
鴨
の
詩
　
　
　
　
　
　
〔
秋
　
水
〕

性
慾
論
（
下
）
　
　
〔
枯
川
生
抄
謬
〕

雑
誌
品
隣
　
　
　
　
　
　
〔
介
山
人
〕

吉
田
磯
氏
に
關
す
る
嫌
疑

黄
金
政
治
の
模
範
村
　
〔
深
尾
少
翁
〕

枯
川
兄
の
菓
食
主
義
を
讃
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
大
石
豫
亭
〕

萬
國
勢
働
者
紀
念
日
五
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
旭
山
生
〕

勢
働
の
赤
旗
　
　
　
　
　
〔
孤
剣
生
〕

王
子
の
勢
働
者

同
志
の
運
動
・
・
九
州
傳
道
行
商
記

　
　
（
三
）
〔
小
田
頼
造
〕
・
東
北
傳
道

　
　
行
商
目
記
（
三
）
〔
荒
畑
勝
三
〕
・

　
　
杜
會
主
義
碑
究
會
（
李
民
吐
Y

　
　
五
月
一
日
茶
話
會
（
李
民
肚
）
・

　
　
演
説
會
禁
止
の
記
（
王
子
）
〔
小

　
　
野
木
静
郊
〕
・
い
ろ
は
倶
樂
部

　
　
観
櫻
會
（
岡
山
）
〔
Y
O
生
〕
・
佐

　
　
野
同
胞
會
（
栃
木
縣
）

　
第
二
巻
第
十
五
號
（
明
治
冊
八
年

　
　
五
月
十
四
日
）

吾
黛
の
候
補
者

　
　
　
　
　
〔
日
本
杜
會
主
義
同
志
〕

宣
言
書
　
　
　
　
　
　
〔
木
下
尚
江
〕

日
本
之
新
聞
・
・
東
京
市
の
補
歓
選

　
　
畢
・
東
京
市
の
有
椹
者
幾
許
・

　
　
貴
族
富
豪
と
兵
役
・
鐵
道
乗
客

　
　
階
級
屡
止
論
・
門
司
に
大
同
盟

　
　
罷
工
起
ら
ん
と
す
・
基
督
教
と

　
　
目
本
皇
室
・
基
督
教
昔
ば
な
1

肚
會
黛
選
畢
蓮
動
日
誌

世
界
之
新
聞
・
・
露
國
革
命
の
成
行

　
　
・
初
號
に
て
終
刊
せ
る
祉
會
室

　
　
新
聞
・
露
國
・
ヅ
に
於
け
る
虐

　
　
殺
・
デ
ブ
ス
氏
の
傳
道
族
行
・

　
　
同
盟
罷
工
と
肚
會
主
義
・
濁
逸

　
　
鑛
業
法
改
正
案
・
オ
！
ク
ラ
ン

　
　
ド
の
杜
會
主
義
・
丁
抹
肚
金
日
堂

　
　
の
成
功
・
百
萬
の
螢
働
者
飢
ゆ

　
　
・
伊
太
利
の
鐵
道
國
有
・
濠
洲

　
　
の
婦
人
選
羅
穫

迫
害
録

マ
ツ
ジ
ニ
ー
の
肚
會
主
義
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
旭
山
生
〕

春
秋
の
譜
　
　
　
　
　
〔
小
野
有
香
〕

年
民
阯
よ
り
　
　
　
　
　
〔
枯
川
生
〕

買
収
さ
れ
た
る
米
國
の
大
學
及
教
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
金
子
喜
一
〕

お
百
度
詣
（
韓
載
）
　
〔
大
塚
楠
緒
子
〕

　
五
九
　
　
　
（
七
〇
三
）



週
刊
新
聞
『
直
言
』
総
目
次
と
解
説

東
西
南
北
よ
り

通
俗
肚
會
主
義
〔
ブ
ラ
チ
フ
ォ
ー
ド

　
　
　
　
氏
原
著
・
堺
枯
川
抄
課
〕

蓮
動
基
金
募
集

同
志
の
運
動
・
・
九
州
傳
道
行
商
日

　
　
記
（
四
）
〔
小
田
頼
造
〕
・
東
北
傳

　
　
道
行
商
目
記
（
四
）
〔
荒
畑
勝
三
〕

　
　
・
杜
會
主
義
大
演
説
會
（
神
田

　
　
今
金
Y
婦
人
講
演
倉
（
李
民
肚
）

　
　
・
肚
曾
黛
選
畢
演
読
會
（
紳
田

　
　
三
崎
町
Y
肚
會
裳
選
畢
演
読
會

　
　
（
芝
匿
条
房
町
Y
肚
會
主
義
研

　
　
究
會
（
大
阪
李
民
吐
）
・
大
阪
孕

　
　
民
肚
業
務
成
蹟
〔
森
近
生
〕
・
長

　
　
洲
町
談
話
會
（
肥
後
）
〔
松
隈
〕
・

　
　
豊
岡
町
讃
者
會
（
但
馬
）
〔
尾
藤

　
　
孤
慮
〕
・
函
館
李
民
倶
樂
部
第

　
　
六
次
小
集
・
横
濱
杜
會
主
義
演

　
　
説
會
（
横
濱
曙
會
）

土
方
の
歌
　
　
　
　
　
　
〔
千
代
坊
〕

肚
會
主
義
の
歌

　
第
二
巻
第
十
六
號
（
明
治
升
八
年

　
　
五
月
二
十
一
日
）

禁
糞
の
紀
念
　
　
　
　
〔
木
下
術
江
〕

我
が
行
く
道
は
前
に
在
り
〔
一
讃
者
〕

肚
會
窯
選
畢
運
動
日
誌
（
績
）

日
本
之
新
聞
・
・
社
會
窯
の
樹
立
・

　
　
露
骨
な
る
選
畢
干
渉
・
肚
會
主

　
　
義
と
伊
藤
博
丈
氏
・
門
司
同
盟

　
　
罷
工
の
落
着
・
弱
者
の
蓮
命

秘
密
探
偵
嫌
疑
者
虎
分

吾
黛
の
選
畢
人
に
謝
す

　
　
　
　
　
〔
日
本
肚
會
主
義
同
志
〕

世
界
之
新
聞
・
・
失
業
者
の
示
威
浬

　
　
動
・
露
國
革
命
の
飴
焔
・
婦
人

　
　
解
放
案
・
ケ
ア
、
ハ
ー
デ
ー
氏

　
　
の
注
意
と
質
問
・
波
蘭
の
愛
國

　
　
者
・
支
那
の
勢
働
組
合
・
肚
會

　
　
主
義
者
巴
里
市
會
議
長
に
當
選

　
　
す
・
軍
備
費
國
家
を
倒
す

味
噌
汁
を
以
て
汝
等
の
面
を
洗
來
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
荒
犬
王
〕

編
集
雑
事

ク
リ
ス
チ
ア
ソ
活
動
の
新
方
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
石
川
旭
山
〕

寄
附
金
十
萬
圓
の
倫
理
〔
金
子
喜
乙

地
主
大
王
　
　
　
　
　
〔
深
尾
少
翁
〕

女
性
犯
罪
の
爾
面
　
　
〔
白
柳
秀
湖
〕

新
曾
の
お
繹
迦
様
　
　
　
〔
そ
ろ
り
〕

通
俗
杜
會
主
義
〔
ブ
ラ
チ
フ
オ
！
ド

　
　
　
　
氏
原
著
・
堺
枯
川
抄
課
〕

李
民
杜
よ
り
　
　
　
　
　
〔
枯
川
生
〕

運
動
基
金
募
集

同
志
の
蓮
動
概
・
九
州
傳
道
行
商
日

　
　
記
（
五
）
〔
小
田
頼
造
〕
・
東
北
傳

　
　
道
行
商
日
記
（
五
）
〔
荒
畑
勝
三
〕

　
　
・
湘
南
の
五
日
〔
原
子
基
〕
・
横

　
　
濱
肚
會
主
義
演
読
會
（
横
濱
曙

　
　
會
）
・
土
佐
耶
民
倶
樂
部
の
解

　
　
散
・
第
三
同
小
樽
匠
讃
者
會
・

　
　
筑
後
同
志
會
・
肚
會
主
義
研
究

　
　
會
（
横
濱
曙
會
）

　
第
二
巻
第
十
七
號
（
明
治
升
八
年

　
　
五
月
二
十
八
日
）

探
偵
論

彼
は
牢
獄
に
在
り
　
　
〔
澁
谷
夕
照
〕

日
本
之
新
聞
・
・
雪
嶺
先
生
亦
老
い

　
　
た
り
・
清
浦
農
相
の
資
本
家
制

　
　
度
論
・
呉
服
小
商
人
の
恐
慌
・

　
　
同
盟
罷
工
頻
々
た
り
・
『
伊
藤

　
　
公
と
肚
會
政
策
』
・
青
眼
白
眼

編
集
雑
事

世
界
之
新
聞
・
・
バ
ソ
ド
連
合
大
會

　
　
議
・
紐
育
に
於
け
る
バ
ー
ナ
ム

　
　
嬢
・
少
年
勢
働
者
の
惨
妖
・
失

　
　
業
者
の
軍
勢
・
外
人
螢
働
者
入

　
　
國
制
限
法
の
修
正
・
ル
ク
セ
ン

　
　
ブ
ル
グ
の
肚
會
黛
歴
迫
・
露
國

　
　
婦
人
の
活
動

　
六
〇
　
　
　
（
七
〇
四
）

米
國
に
於
け
る
婦
人
記
者
〔
紅
桃
子
〕

藝
術
の
紳
聖
を
如
何
　
〔
山
口
孤
劒
〕

日
本
人
排
斥
と
は
何
ぞ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
金
子
喜
一
〕

東
西
南
北
よ
り

眼
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
介
　
山
〕

百
姓
嘆
　
　
　
　
　
　
〔
細
江
鈎
士
〕

牛
乳
店
よ
り
申
上
ま
す

　
　
　
　
　
〔
霞
外
・
孤
剣
・
の
ぶ
〕

火
鞭
會
の
記
　
　
　
〔
中
川
紅
桃
子
〕

つ
れ
ぐ
草
　
　
　
　
〔
山
上
武
雄
〕

片
山
潜
氏
の
消
息
　
　
　
〔
片
山
潜
〕

附
言
す
　
　
　
　
　
　
〔
南
菊
水
生
〕

杜
會
主
義
の
歌

卒
民
肚
よ
り
　
　
　
　
　
〔
旭
山
生
〕

蓮
動
基
金
募
集

同
志
の
運
動
・
・
九
州
傳
道
行
商
日

　
　
記
（
六
）
〔
小
田
頼
造
〕
・
東
北
傳

　
　
道
行
商
日
記
（
六
）
〔
荒
畑
勝
三
〕

　
　
・
肚
會
主
義
學
術
演
説
會
（
青

　
　
年
會
館
）
〔
石
川
生
∀
北
米
桑
港

　
　
よ
り
〔
岩
佐
作
太
〕
・
蓮
動
雑
記

　
　
〔
能
登
生
〕
　
・
金
澤
市
直
言
讃

　
　
者
茶
話
會
〔
蛸
島
生
〕
・
画
館
準

　
　
民
倶
樂
部
第
七
次
小
集
コ
卒

　
　
民
〕
・
神
戸
李
民
倶
樂
部
第
九
例

　
　
會
〔
野
花
〕
・
名
古
屋
杜
會
主



　
　
義
相
談
會
〔
小
羊
生
〕
・
杜
會
主

　
　
義
研
究
會
（
大
阪
卒
民
肚
）
・
横

　
　
濱
曙
會
の
研
究
會
〔
荒
犬
王
〕
・

　
　
肚
會
主
義
演
読
會
（
横
濱
曙
會
）

　
　
・
肚
會
主
義
研
究
會
　
香
川
、

　
　
愛
媛
、
大
分
、
縣
下
の
〔
朝
日

　
　
幅
太
郎
〕

　
第
二
巻
第
十
八
號
（
明
治
滑
八
年

　
　
六
月
四
日
）

大
軍
備
の
見
戯

誰
か
奪
へ
る
　
　
　
　
〔
樋
口
配
天
〕

草
も
木
も
　
　
　
　
　
〔
樋
口
配
天
〕

日
本
之
新
聞
・
・
國
家
的
大
賭
博
・

　
　
紳
士
閥
の
活
書
・
軍
人
崇
拝
の

　
　
愚
・
損
失
爽
表
の
好
時
期
・
任

　
　
務
に
驚
れ
た
る
職
工
・
臨
時
議

　
　
會
召
集
の
読
・
鑛
毒
被
害
地
谷

　
　
中
村
の
豊
作

藁
鴨
だ
よ
り
　
　
　
　
　
〔
秋
　
水
〕

編
輯
雑
事

世
界
之
新
聞
・
・
佛
國
祉
會
黛
の
合

　
　
同
・
英
國
失
業
者
保
護
法
案
・

　
　
米
國
民
主
窯
の
二
派
・
濠
洲
勢

　
　
働
者
の
同
情

別
項
統
計
表
に
就
き
注
意

マ
ル
ク
ス
の
學
説
　
　
〔
枯
川
生
課
〕

勢
働
者
諸
君
是
で
も
醒
め
ざ
る
乎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
ら
せ
む
〕

藁
鴨
だ
よ
り
　
　
　
〔
西
川
光
二
郎
〕

天
才
主
義
　
　
　
　
　
〔
石
川
旭
山
〕

竹
内
飴
所
次
郎
氏
の
沿
…
息

『
革
命
婦
人
』
を
讃
む
　
〔
孤
剣
生
〕

蓮
動
基
金
募
集

永
久
の
満
月
（
上
）
　
　
　
〔
枯
川
生
〕

同
志
の
蓮
動
・
・
金
澤
の
六
日
間

　
　
〔
際
雲
生
〕
・
九
州
傳
道
行
商
日

　
　
記
（
七
）
〔
小
田
頼
造
〕
・
大
阪
李

　
　
民
肚
茶
話
會
〔
森
近
生
〕
・
葵
同

　
　
志
杜
（
京
都
府
）
・
肚
會
主
義
研

　
　
究
會
（
卒
民
赴
）

耶
民
肚
よ
り
　
　
　
〔
枯
川
生
〕

　
第
二
巻
第
十
九
號
（
明
治
升
八
年

　
　
六
月
一
一
日
）

不
品
行
史
概
論

病
監
の
秋
水
　
　
　
〔
幸
徳
千
代
子
〕

日
本
之
新
聞
・
・
桑
田
熊
藏
氏
の
名

　
　
論
・
耶
民
の
負
澹
又
三
億
萬
圓

　
　
・
賓
本
家
の
世
界
主
義
・
青
眼

　
　
白
眼

編
集
雑
事

世
界
之
新
聞
・
・
軍
隊
と
同
盟
罷
工

　
　
・
西
班
牙
肚
會
窯
の
蛮
達
・
伊

週
刊
新
聞
『
直
言
』
絡
目
次
と
解
読

　
　
太
利
に
於
け
る
驚
く
べ
き
貧
民

　
　
・
旬
牙
利
肚
會
窯
の
勢
力
・
佛

　
　
國
軍
制
の
改
革
・
丁
抹
に
於
け

　
　
る
八
時
間
問
題
・
佛
國
杜
會
蕪

　
　
合
同
の
成
立
・
英
國
肚
會
主
義

　
　
の
リ
ゾ
イ
ゾ
ル
・
市
参
事
會
同

　
　
盟
罷
工
を
援
く

路
傍
演
説
家
レ
ヰ
ス
夫
人

マ
ル
ク
ス
の
學
論
　
　
〔
枯
川
生
課
〕

東
西
南
北
よ
り

吾
人
は
家
族
を
持
つ
の
穫
利
あ
る
乎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
金
子
喜
一
〕

口
に
自
由
を
叫
び
つ
』
　
〔
孤
剣
生
〕

吉
原
見
物
の
詑
　
　
　
　
〔
ふ
み
子
〕

年
民
肚
よ
り
　
　
　
〔
枯
川
・
旭
山
〕

永
久
の
溝
月
（
中
）
　
　
〔
枯
川
生
〕

我
等
が
世
界
　
　
　
　
　
〔
一
讃
者
〕

同
志
の
蓮
動
・
・
九
州
傳
道
行
商
日

　
　
記
（
八
）
〔
小
田
頼
造
〕
・
肚
會
主

　
　
義
婦
人
講
演
（
卒
民
杜
）
・
茶
話

　
　
會
の
報
告
（
麻
布
）
〔
岡
生
〕
・
肚

　
　
會
主
義
演
論
會
（
横
濱
）
〔
荒
犬

　
　
王
〕
・
杜
會
主
義
演
読
會
〔
紳
奈

　
　
川
）
・
鹿
児
島
李
民
倶
樂
部
設

　
　
立
・
肚
會
主
義
硯
究
會
（
大
阪

　
　
卒
民
杜
）
〔
赤
人
〕
・
國
館
耶
民

　
　
倶
樂
部
〔
一
李
民
報
∀
小
樽
匪

　
　
讃
者
會
・
横
濱
肚
會
主
義
研
究

　
　
會
・
北
越
同
志
會
（
長
岡
）

開
盛
座
の
『
片
輪
根
性
』
〔
霞
外
生
〕

　
第
二
巻
第
二
十
號
（
明
治
班
八
年

　
　
六
月
十
八
日
）

『
李
和
』
に
急
げ

秋
日
二
兄
を
想
ふ
　
　
　
〔
孤
剣
生
〕

目
本
之
新
聞
・
・
卒
和
の
曙
光
・
購

　
　
和
條
件
・
賓
本
合
同
の
勢
ひ
・

　
　
模
範
軍
國
民
、
模
範
軍
人
家
族

編
輯
雑
事

世
界
之
新
聞
・
・
英
國
濁
立
勢
働
黛

　
　
大
會
・
布
畦
日
本
人
の
大
同
盟

　
　
罷
工

東
西
南
北
よ
り

生
産
方
法
の
憂
遷
（
ハ
イ
ド
マ
ン
氏

　
著
『
肚
會
主
義
の
経
濟
論
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
枯
川
課
〕

雑
誌
瞥
見

肚
會
主
義
者
の
見
た
る
日
本
（
米
國

　
雑
誌
『
ア
レ
ナ
』
よ
り
課
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
金
子
喜
一
〕

耶
民
杜
よ
り
　
　
　
　
　
〔
旭
山
生
〕

永
久
の
満
月
（
下
）
　
　
〔
枯
川
生
〕

同
志
の
蓮
動
・
　
九
州
傳
道
行
商
日

　
　
記
（
九
）
〔
小
田
頼
造
〕
・
早
稻
田

　
六
一
　
　
　
（
七
〇
五
）



　
　
　
　
週
刊
新
聞
『
直
言
』

　
　
杜
會
學
會
〔
中
川
紅
桃
〕
・
鹿
見

　
　
島
李
民
倶
樂
部
〔
K
F
生
〕
・
筑

　
　
後
同
志
會
（
柳
河
町
Y
室
蘭
卒

　
　
民
倶
樂
部
・
肚
會
主
義
研
究
會

　
　
（
紀
州
田
邊
）
・
山
形
市
附
近
の

　
　
同
志
に
告
ぐ
〔
庄
司
、
岡
崎
、
木

　
　
崎
〕
・
菊
の
舎
の
小
晩
餐
會
〔
枯

　
　
川
生
〕
・
佃
島
同
志
茶
話
會

成
田
の
噺
食
堂
　
　
　
　
〔
そ
ろ
り
〕

新
刊
紹
介
　
　
　
　
　
　
〔
旭
山
生
〕

　
第
二
巻
第
二
十
『
號
（
明
治
升
八

　
　
年
六
月
二
十
五
日
）

肚
會
主
義
別
名
相
互
主
義
（
フ
ラ
ン

　
ク
、
バ
ー
ソ
ン
氏
の
著
よ
り
）

慈
善
主
義
の
弾
劾

佐
渡
の
僅
謡
　
　
　
〔
三
十
六
郎
投
〕

日
本
之
新
聞
・
・
経
濟
學
協
會
の
演

　
　
説
・
八
島
艦
以
下
の
喪
失
・
三

　
　
萎
酒
會
肚
合
同
・
富
豪
の
鑛
山

　
　
事
業
・
青
眼
白
眼

夏
期
遊
説
の
計
叢

編
集
雑
事

世
界
の
新
聞
・
・
英
國
肚
會
民
主
同

　
　
盟
大
會
・
蘇
格
士
蘭
の
同
盟
罷

　
　
工
・
ヰ
ク
ト
ル
ユ
ー
ゴ
ー
の
銅

　
　
像
・
英
國
諸
市
會
議
員
選
畢
・

総
目
衣
と
解
説

　
　
白
耳
義
鮭
會
裳
大
會
・
シ
カ
ゴ

　
　
駅
者
同
盟
罷
工
・
填
太
利
市
政

　
　
に
於
け
る
肚
會
黛
・
露
帝
と
國

　
　
民
議
會
・
北
米
合
衆
國
坑
夫
大

　
　
會

火
の
桂
　
　
　
　
　
　
〔
孤
　
剣
〕

生
産
方
法
の
礎
遷
〔
ハ
イ
ド
マ
ソ
氏

　
　
　
　
　
　
原
著
・
枯
川
生
課
〕

無
慾
な
る
小
見

腕
は
我
等
が
生
命
な
り
　
〔
一
讃
者
〕

雑
誌
瞥
見

科
學
の
進
歩
何
す
る
者
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
山
口
孤
劒
〕

東
西
南
北
よ
り

人
情
の
濁
立
　
　
　
　
〔
石
川
旭
山
〕

天
涯
偶
語
　
　
　
　
　
　
〔
巖
穴
生
〕

無
我
苑
訪
問
の
記
　
　
　
〔
枯
川
生
〕

同
志
の
運
動
・
・
九
州
傳
道
行
商
日

　
　
記
（
十
）
〔
小
田
頼
造
∀
肚
會
主

　
　
義
演
説
會
の
解
散
（
紳
田
）
〔
荒

　
　
犬
王
〕
　
杜
會
主
義
硯
究
會
（
大

　
　
阪
卒
民
肚
）
〔
赤
人
〕
・
國
館
耶

　
　
民
倶
樂
部
〔
一
卒
民
〕
・
紳
戸
李

　
　
民
倶
樂
部
〔
岡
犬
王
〕
・
南
漠
同

　
　
志
會
（
豪
北
）
〔
申
衣
〕
・
佃
島
同

　
　
志
茶
話
會
〔
菊
池
生
∀
門
司
市

　
　
及
び
附
近
の
同
志
諸
君
へ
〔
村

　
　
子
甚
助
・
吉
野
省
ご
・
葵
同
志

　
　
肚
解
散
〔
山
中
生
〕

卒
民
牡
よ
り
　
〔
枯
川
生
・
ふ
み
子
〕

　
第
二
巻
第
二
十
二
號
（
明
治
升
八

　
　
年
七
月
二
日
）

我
が
行
く
道

蹄
省
學
生
に
勧
む

夏
期
遊
説
の
計
書

日
本
之
新
聞
・
・
霧
雨
と
貧
民
・
奴

　
　
隷
責
買
の
現
存
・
ラ
ッ
セ
ル
氏

　
　
の
俘
虜
遊
説
・
九
鐵
の
石
炭
船

　
　
積
器
械
・
青
眼
白
眼

耶
民
杜
よ
り

活
版
工
組
合
誠
友
會
大
會

世
界
の
新
聞
・
・
南
阿
に
於
け
る
祉

　
　
會
主
義
・
露
國
革
命
運
動
・
諸

　
　
國
肚
會
窯
集
會
彙
報
・
露
國
の

　
　
同
盟
罷
業
・
産
業
組
合
と
肚
會

　
　
黛
と
の
大
合
同
・
北
米
に
於
け

　
　
る
罪
人
及
狂
人
・
清
國
立
憲
政

　
　
盟
に
關
す
る
建
議
・
非
軍
國
主

　
　
義
蓮
動

生
産
方
法
の
憂
遷
〔
ハ
イ
ド
マ
ン
氏

　
　
　
　
　
　
原
著
・
枯
川
生
課
〕

謀
殺
的
螢
働
　
　
　
　
〔
山
口
孤
劒
〕

慈
善
心
　
　
　
　
　
　
　
〔
原
霞
外
〕

　
六
二
　
　
　
（
七
〇
六
）

巣
鴨
だ
よ
り
〔
秋
水
・
西
川
光
次
郎
〕

下
谷
匠
萬
年
町
貧
民
窟
の
欺
態
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
齋
藤
兼
次
郎
〕

看
病
紀
行
　
　
　
　
　
　
〔
赤
　
人
〕

同
志
の
運
動
・
・
九
州
傳
道
行
商
日

　
　
記
（
十
一
）
〔
小
田
頼
造
〕
・
杜
會

　
　
主
義
者
茶
話
會
〔
山
口
孤
剣
〕
・

　
　
横
濱
曙
會
倶
樂
部
・
画
館
李
民

　
　
倶
樂
部
・
山
形
同
志
懇
和
會

物
を
食
ふ
事
を
阯
づ
る
人
民

杜
會
主
義
と
女
子

　
第
二
巻
第
二
十
三
號
（
明
治
升
八

　
　
年
七
月
九
日
）

大
悲
観
せ
よ
　
　
　
　
　
〔
石
川
生
〕

血
染
の
赤
旗

夏
期
遊
説
の
計
養

日
本
之
新
聞
・
・
肚
會
主
義
の
小
學

　
　
教
員
・
國
語
に
現
は
れ
た
る
保

　
　
守
主
義
・
基
督
教
と
滑
會
主
義

　
　
・
野
口
家
事
件
・
購
和
全
椹
大

　
　
使
の
出
爽
・
職
艦
の
新
造
・
理

　
　
想
の
死
・
職
工
養
成
法
・
黄
金

　
　
と
人
情
・
茶
話
會
に
封
す
る
注

　
　
丈
・
青
眼
白
眼

世
界
の
新
聞
・
・
紐
育
市
杜
會
民
主

　
　
黛
大
會
・
露
國
革
命
職
争
・
濁



　
　
逸
に
在
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
大
會

　
　
・
カ
ナ
ダ
杜
會
糞
の
創
立
・
巴

　
　
里
の
同
盟
罷
工
・
マ
ド
リ
ツ
ド

　
　
の
惨
事
・
萬
國
坑
夫
大
曾

生
産
方
法
の
攣
遷
〔
ハ
イ
ド
マ
ン
氏

　
　
　
　
　
　
原
著
・
堺
利
彦
課
〕

編
輯
雑
事

飲
食
物
の
市
螢
　
　
　
　
〔
孤
剣
生
〕

七
月
二
日
の
本
郷
致
會
〔
石
川
旭
山
〕

下
谷
匿
萬
年
町
貧
民
窟
の
状
態
團

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
齋
藤
兼
次
郎
〕

耶
民
吐
よ
り

赤
十
字
狂
　
　
　
　
　
　
〔
緑
亭
生
〕

託
會
主
義
の
歌
　
　
　
　
〔
孤
剣
生
〕

雑
誌
瞥
見

同
志
の
運
動
・
・
九
州
傳
道
行
商
日

　
　
記
（
十
二
）
〔
小
田
頼
造
〕
・
活
版

　
　
工
組
合
誠
友
會
大
會
・
神
戸
李

　
　
民
倶
樂
部
例
會
・
肚
會
主
義
學

　
　
術
演
説
會
・
横
濱
及
び
附
近
の

　
　
同
志
に
告
ぐ
（
横
濱
曙
會
）
・
羽

　
　
田
杜
會
主
義
研
究
會
（
木
俣
篭

　
　
定
）

松
岡
荒
村
君
を
憶
ふ
　
〔
白
柳
秀
湖
〕

『
荒
村
遺
稿
』
に
就
て

　
　
　
　
〔
遺
稿
出
版
爽
起
人
…
同
〕

杜
會
主
皿
義
と
は
ド
ソ
ナ
も
の

　
第
二
巻
第
二
十
四
號
（
明
治
丹
八

　
　
年
七
月
十
六
目
）

新
神
聖
同
盟

木
下
㈲
江
氏
の
遊
論

日
本
之
新
聞
・
・
聖
代
太
李
の
象
・

　
　
産
業
合
同
の
氣
運
・
『
荒
村
置

　
　
稿
』
登
費
禁
止
・
中
部
製
紙
工

　
　
場
の
同
盟
罷
工
・
大
阪
天
王
寺

　
　
中
山
け
學
の
同
盟
休
校
・
青
眼
白
眼

世
界
の
新
聞
・
・
北
米
ニ
ュ
ー
ヂ
ア

　
　
ー
シ
ー
肚
會
黛
大
會
・
填
伊
肚

　
　
會
糞
の
聯
合
・
濁
逸
に
於
け
る

　
　
ジ
ヨ
ー
レ
ス
氏
の
言
論
∵
ワ
ル

　
　
ヰ
ッ
ク
伯
爵
夫
人
の
大
演
説
・

　
　
瑞
西
機
織
工
同
盟
大
會
・
佛
國

　
　
巡
査
の
同
盟
罷
工
・
マ
キ
ジ
ム

　
　
・
リ
ス
ボ
ン
子
氏
死
す
・
螢
働

　
　
者
爲
眞
の
提
出
・
日
曜
勢
働
禁

　
　
止
法
案
・
佛
國
に
於
け
る
婦
人

　
　
勢
働
者

東
西
南
北
よ
り

生
産
方
法
の
攣
遷
〔
ハ
イ
ド
マ
ソ
氏

　
　
　
　
　
　
原
著
・
堺
利
彦
課
〕

倫
敦
に
於
る
反
響
　
〔
鬼
塚
鬼
十
郎
〕

雑
誌
瞥
見

佛
耶
爾
教
會
の
堕
落
　
　
〔
山
紫
櫻
〕

紳
士
閥
飼
養
の
丈
學
者
　
〔
孤
剣
生
〕

週
刊
新
聞
『
直
言
』
総
目
次
と
解
説

話
の
聞
書

『
良
人
の
自
白
』
中
篇
批
評
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
中
川
生
」

下
谷
旺
萬
年
町
貧
民
窟
状
態
（
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
齋
藤
呆
次
郎
〕

同
志
の
運
動
・
・
九
州
傳
道
行
商
日

　
　
記
（
十
三
）
〔
小
田
頼
造
〕
・
九
州

　
　
傳
道
行
商
目
記
（
十
四
）
〔
小
田

　
　
頼
造
〕
　
・
早
稻
田
肚
會
學
會
・

　
　
画
館
卒
民
倶
樂
部

編
集
雑
事

耶
民
肚
よ
り
　
　
　
〔
利
彦
〕

　
第
二
巻
第
二
十
五
號
（
明
治
光
八

　
　
年
七
月
二
十
三
日
）

來
る
べ
き
專
制
力

無
意
味
な
る
憲
法

憲
法
の
上
に
警
察
あ
り

政
府
の
詐
欺
的
迫
害

野
に
叫
ぶ
人
の
聲

幸
徳
君
の
出
獄
歓
迎
〔
卒
民
阯
同
人
〕

日
本
之
新
聞
・
・
鐘
淵
紡
績
の
職
工

　
　
待
遇
・
大
阪
電
燈
會
肚
総
會
の

　
　
紛
縛
・
豪
農
の
無
慈
悲
・
貯
蓄

　
　
債
券
月
賦
佛
の
好
計
・
工
揚
法

　
　
案
・
電
燈
會
肚
の
合
併
・
青
眼

　
　
白
眼
・
陰
瞼
な
る
迫
害
・
時
事

　
　
日
記

木
下
荷
江
氏
の
遊
読

世
界
の
新
聞
．
・
鐵
道
會
吐
員
の
同

　
　
盟
罷
工
・
濁
立
勢
働
糞
共
働
組

　
　
合
連
合
大
會
・
英
國
失
業
者
の

　
　
決
議
・
阯
會
主
義
日
曜
學
校
・

　
　
匂
芽
利
勢
働
組
合
の
進
歩
・
佛

　
　
國
大
革
命
前
に
勇
髭
た
り
・
ラ

　
　
イ
セ
ス
タ
ー
の
失
業
者
倫
敦
に

　
　
向
ふ
・
伊
國
共
働
同
盟
の
開
墾

　
　
計
書
・
露
國
婦
人
の
大
會
・
北

　
　
米
二
州
肚
會
掌
の
知
事
候
補
者

　
　
・
北
米
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ソ
ド
の

　
　
指
名
會

杜
會
主
義
と
婦
人
の
道
徳
（
「
杜
會
主

　
義
と
婦
人
」
の
一
節
）
〔
山
口
孤
剣
〕

肚
會
主
義
と
海
老
名
君
　
〔
堺
利
彦
〕

叉
登
責
禁
止

樂
天
の
眞
意
義
　
　
　
　
〔
石
川
生
〕

下
谷
琶
萬
年
町
貧
民
窟
の
欣
態
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
齋
藤
棄
次
郎
〕

東
西
南
北
よ
り

貧
窮
間
答
の
歌
を
讃
む
《
荒
村
遺
稿

　
よ
り
韓
載
》

鳴
呼
娼
妓
　
　
　
　
　
　
〔
荒
畑
生
〕

『
肚
會
主
義
と
婦
人
』
の
序
〔
堺
利
彦
〕

大
騒
先
生
を
懐
ふ
の
歌
　
〔
孤
創
生
〕

六
三

（
七
〇
七
）



週
刊
新
聞
『
直
言
』
総
目
次
と
解
説

故
松
岡
荒
村
一
周
忌

同
志
の
蓮
動
・
・
肚
會
主
義
茶
話
會

　
　
（
神
田
）
〔
石
川
生
〕
・
東
北
傳
道

　
　
行
商
日
記
（
七
）
〔
荒
畑
勝
三
〕
・

　
　
室
蘭
卒
民
倶
樂
部
〔
野
人
〕
・
鹿

　
　
兇
島
卒
民
倶
樂
部
〔
K
F
生
〕
・

　
　
札
幌
匠
及
び
附
近
の
同
志
諸
君

　
　
へ
〔
瀧
川
勇
吉
〕
・
廣
島
縣
人
に

　
　
告
ぐ
〔
柏
生
〕

準
民
杜
よ
り
　
　
　
　
　
〔
堺
　
生
〕

　
第
二
巻
第
二
十
六
號
（
明
治
升
八

　
　
年
七
月
二
十
八
日
）

　
　
け
幸
徳
君
出
獄
歓
迎
號
“

日
本
之
新
聞
・
・
肚
會
主
義
と
教
員

　
　
の
失
職
・
國
語
研
究
會
と
肚
會

　
　
主
義
・
學
校
騒
動
の
流
行
・
田

　
　
中
正
造
翁
捕
へ
ら
る
・
東
京
市

　
　
政
の
腐
敗
・
青
眼
白
眼
・
大
阪

　
　
の
電
鐵
市
螢
・
趣
味
あ
る
鉗
照

僕
の
衷
情
（
出
獄
の
幸
徳
君
に
告
ぐ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
堺
利
彦
〕

幸
徳
君
出
迎
に
つ
い
て

東
北
遊
読

世
界
之
新
聞
・
・
露
國
革
命
運
動
・

　
　
清
國
の
肚
會
窯
・
和
蘭
内
閣
の

　
　
瞳
着
手
段
・
伊
太
利
鐵
道
罷
工

　
　
の
結
果
・
資
本
家
の
絶
望
・
漢

　
　
墜
市
の
無
法

迎
秋
水
君
　
　
　
　
〔
山
田
金
市
郎
〕

出
獄
歓
迎
　
　
　
　
　
　
〔
有
　
香
〕

幸
徳
君
を
迎
へ
て
我
希
望
を
語
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
木
下
樹
江
〕

我
が
愛
子
は
殺
さ
れ
た
り
〔
山
口
生
〕

幸
徳
君
の
出
獄
を
迎
ふ
　
〔
坂
井
生
〕

東
西
南
北
よ
り

秋
水
兄
を
迎
ふ
　
　
　
　
〔
石
川
生
〕

猛
士
を
迎
ふ
　
　
　
　
　
〔
不
知
火
〕

忘
れ
ら
れ
た
る
谷
中
村
　
〔
荒
畑
生
〕

『
杜
會
主
義
と
婦
人
』
を
讃
み
て
山

　
口
孤
剣
君
に
寄
す
　
　
〔
樋
口
傳
〕

同
志
の
運
動
・
・
東
北
傳
道
行
商
日

　
　
記
（
八
）
〔
荒
畑
勝
三
〕
・
チ
ラ
シ

　
　
配
布
の
記
（
札
幌
）
〔
札
幌
一
同

　
　
志
〕
・
横
濱
演
読
會
〔
滴
海
記
〕
・

　
　
金
澤
同
志
茶
話
會
〔
右
〕
・
杜
會

　
　
主
義
茶
話
會
（
紀
州
田
邊
）

秋
水
兄
を
迎
ふ
る
の
歌
　
〔
孤
　
創
〕

卒
民
杜
よ
り
　
　
　
　
　
〔
堺
　
生
〕

　
第
二
巻
第
二
十
七
號
（
明
治
珊
八

　
　
年
八
月
六
日
）

難
者
に
答
ふ
　
　
　
　
〔
堺
利
彦
〕

日
本
婦
人
の
新
使
命
（
韓
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
安
部
磯
雄
〕

あ
x
人
類
は
醒
め
ざ
る
乎
　
〔
孤
剣
〕

日
本
之
新
聞
・
・
二
個
の
同
盟
罷
工

　
　
・
義
僕
腔
表
式
・
巡
査
の
月
給

　
　
を
檜
加
せ
よ
・
谷
中
村
民
の
大

　
　
畢
上
京
・
青
眼
白
眼

東
北
遊
設

赤
色
旗
　
　
　
　
　
　
〔
秋
水
病
夫
〕

獄
中
雑
虚
　
　
　
　
　
　
〔
秋
　
水
〕

世
界
之
新
聞
・
・
支
那
に
於
け
る
杜

　
　
會
主
義
・
露
國
革
命
彙
報
・
英

　
　
國
失
業
者
保
護
法
案
・
白
耳
義

　
　
王
位
縫
承
問
題
・
ワ
ー
ヰ
ッ
ク

　
　
伯
爵
夫
人
招
聰
せ
ら
れ
ん
と
す

　
　
・
瑞
典
杜
會
蕪
の
偉
大
な
る
活

　
　
動
・
那
威
國
の
失
業
者
・
瑞
西

　
　
肚
會
黛
の
進
歩
・
濁
乙
壮
會
窯

　
　
の
勢
力
・
婦
人
と
選
墨
・
匂
牙

　
　
利
農
業
螢
働
者
の
團
緒

柏
木
よ
り
　
　
　
　
　
　
〔
幸
徳
生
〕

東
北
漫
遊
日
記
　
　
　
　
〔
木
下
生
〕

田
園
の
頽
暖
　
　
　
　
〔
山
口
孤
剣
〕

幸
徳
君
出
迎
の
記
　
　
　
〔
堺
　
生
〕

輕
井
澤
論
（
一
）
　
　
〔
土
屋
窓
外
〕

川
柳
會
心
（
川
柳
巻
選
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
堺
生
選
〕

東
西
南
北
よ
り

　
六
四
　
　
　
（
七
〇
八
）

集
鴨
だ
よ
り
　
　
　
〔
西
川
光
次
郎
〕

雑
誌
瞥
見

遍
く
三
等
郵
便
局
員
に
激
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
宮
崎
生
〕

同
志
の
運
動
・
・
東
北
傳
道
行
商
日

　
　
記
（
九
）
〔
荒
畑
勝
三
〕
・
紳
川
村

　
　
讃
者
會
（
信
州
）
〔
山
邊
清
太
郎
〕

　
　
・
横
濱
杜
會
主
義
演
読
會
・
横

　
　
濱
肚
會
主
義
演
読
會
豫
告
・
神

　
　
戸
卒
民
倶
樂
部
例
會
・
杜
會
主

　
　
義
學
術
演
説
會
（
紀
伊
新
宮
町
）

　
　
〔
大
石
誠
之
助
∀
秋
田
縣
の
同

　
　
士
に
告
ぐ
〔
加
茂
谷
　
若
松
〕

故
鈴
木
秀
男
君
追
悼
會

　
第
二
巻
第
二
十
八
號
（
明
治
辮
八

　
　
年
八
月
十
三
日
）

目
本
人
排
斥
と
杜
會
主
義

角
筈
の
鬼
婆

丈
明
の
直
課

博
士
と
鬼
婆

首
相
と
鬼
婆

目
本
之
新
聞
・

　
　
畳
・

　
　
　
〔
秀
湖
生
〕

　
　
　
〔
秀
湖
生
〕

　
　
　
〔
秀
湖
生
〕

　
　
　
〔
秀
湖
生
〕

・
東
京
市
電
車
問
題

・
貧
民
窟
を
郊
外
に
移
す
の
計

　
　
貰
ひ
子
殺
し
の
職
業
・
國

家
杜
會
主
義
の
講
脅
・
新
佛
教

會
堂
建
設
計
豊
・
櫻
組
職
工
の



　
　
不
穏
・
大
阪
熔
銅
工
同
惨
事
・

　
　
牛
込
の
自
殺
未
途
・
パ
ナ
マ
移

　
　
民
禁
止

『
祉
會
主
義
と
基
督
教
』
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
海
老
名
弾
正
〕

紀
念
の
チ
ラ
シ
　
　
　
　
〔
堺
利
彦
〕

世
界
之
新
聞
・
・
佛
國
に
於
け
る
婦

　
　
人
勢
働
問
題
・
露
國
革
命
彙
報

　
　
・
填
國
カ
ト
リ
ッ
ク
寺
院
の
財

　
　
産
・
佛
蘭
西
蕨
業
法
・
丁
抹
に

　
　
於
け
る
新
政
黛
・
十
時
間
制
の

　
　
世
界
的
實
行
・
英
國
に
於
け
る

　
　
新
立
肚
曾
窯
・
濁
逸
磧
業
法
案
・

　
　
南
濠
洲
螢
働
窯
の
勢
力
・
諾
、

　
　
瑞
分
離
問
題
・
答
総
督
の
遭
難

小
田
原
よ
り
　
　
　
　
　
〔
幸
徳
生
〕

東
北
遊
読
日
記
◎
　
　
　
〔
木
下
生
〕

東
北
遊
説
日
記
㊧
　
　
　
〔
山
田
生
〕

浮
世
の
族
　
　
　
　
　
　
〔
一
讃
者
〕

輕
井
澤
論
（
二
）
　
　
〔
土
屋
窓
外
〕

東
西
南
北
よ
り

肚
會
主
義
者
は
實
行
者
な
ら
ざ
る
可

　
ら
ず

雑
誌
瞥
見

編
輯
雑
事

川
柳
會
心
に
就
て

鳴
呼
鈴
木
秀
男
君

〔
大
石
禄
亭
〕

〔
一
老
生
〕

〔
荒
畑
生
〕

同
志
松
岡
戌
雄
氏
逝
く

同
志
の
運
動
・
・
蹄
省
途
上
の
傳
道

　
　
〔
阿
南
卓
〕
・
札
幌
耶
民
倶
樂
部

　
　
・
画
館
卒
民
倶
樂
部

故
堺
み
ち
子
氏
追
悼
會

紀
州
だ
よ
り
　
　
　
　
　
〔
見
王
生
〕

　
第
二
巻
第
二
十
九
號
（
明
治
断
八

　
　
年
八
月
二
十
目
）

肚
會
主
義
と
愛
國
心
　
　
〔
ケ
ル
チ
〕

日
本
之
新
聞
・
・
目
露
購
和
問
題
・

　
　
慶
專
賀
の
弊
・
大
阪
時
事
新
報

　
　
の
『
慰
安
旋
行
』
・
貸
長
屋
建

　
　
築
取
締
規
則
・
谷
中
村
問
題
・

　
　
聯
合
教
育
金
日
の
決
議

小
田
原
目
記
　
　
　
畢
徳
生
〕

卒
民
肚
よ
り
餐
牛
民
杜
の
改
革
に
就

　
て
》
　
　
　
　
　
　
〔
堺
利
彦
〕

石
川
生
申
す

世
界
之
新
聞
・
・
萬
國
肚
會
窯
本
部

　
　
會
計
報
告
『
目
本
肚
會
窯
の
責

　
　
務
は
幾
何
』
・
濁
逸
磧
業
法
案

　
　
・
諾
威
國
分
離
雑
問
題
・
伊
國

　
　
大
理
石
硬
夫
の
同
盟
罷
工
・
反

　
　
飢
爆
登
一
束

卒
民
杜
財
政
の
現
歌

東
北
遊
設
目
記
㈲
　
　
　
〔
滴
　
海
〕

週
刊
新
聞
『
直
言
』
総
目
次
と
解
詮

天
下
の
奇
法

東
北
遊
読
日
記
㊨

吉
岡
町
の
同
志
よ
り

清
閑
二
目
の
記
e

罪
悪
な
ぎ
者
あ
る
乎

宮
崎
兄
に
答
ふ

沐
猴
冠
（
秋
水
氏
の

　
に
模
し
て
）

臨
郷
雑
、
豚

憤
の
炎

同
志
の
蓮
動
・

〔
千
里
眼
〕

〔
滴
海
生
〕

　
〔
木
下
生
〕

〔
山
口
孤
創
〕

〔
ふ
、
は
、
生
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
『
獄
中
雑
喩
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
二
十
山
ハ
郎
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
赤
羽
生
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
不
知
火
〕

　
　
　
　
　
　
・
鈴
木
君
追
悼
會
の

　
　
記
〔
寒
村
生
〕
・
室
蘭
李
民
倶
樂

　
　
部
例
會
・
青
森
杜
鵠
會
例
會
〔
星

　
　
生
〕
・
門
司
勢
働
協
會
記
事
〔
吉

　
　
野
∀
同
志
諸
君
に
謝
す
（
横
濱
）

　
　
〔
横
濱
曙
會
の
一
人
〕
・
婆
言
〔
介

　
　
山
生
〕

悲
歌
一
曲
（
利
根
の
川
畔
に
老
夫
の

　
歌
へ
る
う
た
）
　
　
　
〔
孤
創
生
〕

　
第
二
巻
第
三
十
號
（
明
治
冊
八
年

　
　
八
月
二
十
七
目
）

肚
會
主
義
と
愛
國
心
〔
ベ
ー
ベ
ル
氏
〕

目
本
之
新
聞
・
・
國
家
肚
會
黛
創
立

　
　
・
同
盟
罷
工
の
績
出
・
職
工
養

　
　
成
及
保
護
の
方
法
・
第
働
保
瞼

　
　
法
・
『
讃
責
』
の
肚
會
主
義
評

　
　
論

小
田
原
日
記
　
　
　
　
　
〔
幸
徳
生
〕

世
界
之
新
聞
・
・
肚
會
主
義
と
愛
國

　
　
心
・
シ
カ
ゴ
産
業
同
盟
大
會
・

　
　
濠
洲
首
相
と
祉
會
主
義
・
伊
太

　
　
利
小
學
見
童
の
糧
食
問
題
・
養

　
　
老
金
制
度
の
討
論
・
伊
太
利
勢

　
　
働
組
合
の
新
機
關
・
レ
ク
リ
ー

　
　
氏
の
死
去
・
波
蘭
人
ス
ト
ラ
イ

　
　
キ
の
勝
利
・
歌
洲
農
夫
の
同
盟

　
　
罷
業

ト
ル
ス
ト
イ
翁
の
返
書

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
ト
ル
ス
ト
イ
〕

夏
季
と
犯
罪
　
　
　
　
〔
白
柳
秀
湖
〕

肚
會
主
義
の
上
よ
り
観
た
る
僅
諺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
無
逸
生
〕

激
濡
集
　
　
　
　
　
　
　
〔
赤
羽
生
〕

予
の
牛
生
（
韓
載
）
含
牛
生
の
墓
』
の

　
一
章
》
　
　
　
　
　
　
〔
堺
利
彦
〕

肚
會
主
義
と
貧
民
問
題
　
〔
石
川
生
〕

倫
理
教
育
の
側
面
観
　
　
〔
村
夫
子
〕

雑
誌
瞥
見

同
志
諸
君
に
諮
る
（
準
民
融
改
革
に

　
就
て
）
　
　
　
　
　
　
〔
幸
徳
生
〕

告
別
の
贈
『
銃
を
取
る
べ
く
、
劒
を

　
侃
ぶ
べ
く
』
　
〔
熊
谷
千
代
三
郎
〕

帝
國
主
義
を
呪
ふ
の
歌
　
〔
孤
創
生
〕

　
六
五
　
　
　
（
七
〇
九
）



週
刊
新
聞
『
直
言
』
総
目
次
と
解
読

同
志
の
運
動
・
・
北
米
フ
レ
ス
ノ
耐

　
　
會
主
義
研
究
會
・
南
湊
同
志
會

　
　
（
壷
北
）
〔
申
衣
生
〕
・
鹿
見
島
卒

　
　
民
倶
樂
部
〔
K
F
生
〕
・
曙
會
倶

　
　
樂
部
（
横
濱
）
・
五
日
間
の
蓮
動

　
　
〔
森
川
松
壽
〕
・
横
濱
曙
會
の
演

　
　
説
〔
少
翁
〕

李
民
農
場
よ
り
〔
原
子
基
・
深
尾
詔
〕

杜
會
主
義
の
大
意
（
韓
載
）
〔
堺
利
彦
〕

　
第
二
巻
第
三
十
一
號
（
明
治
鎌
八

　
　
年
九
月
三
日
）

社
會
主
義
と
愛
國
心

　
　
　
　
〔
エ
ン
リ
コ
・
フ
エ
リ
氏
〕

目
本
之
新
聞
・
・
耶
和
の
成
立
・
國

　
　
家
肚
會
黛
と
杜
會
改
良
黛
・
志

　
　
士
の
末
路
・
砲
兵
工
廠
の
職
工

　
　
募
集
・
清
國
男
女
學
生
の
活
動

　
　
・
紡
績
業
の
近
況
〔
毎
目
新
聞

　
　
香
摘
生
〕

編
輯
雑
事

西
川
光
二
郎
，
君
の
漕
息

世
界
之
新
聞
・
愛
蘭
と
資
本
家
制
度

　
　
・
ゾ
ラ
の
ジ
ヨ
ー
レ
ス
評
・
ヂ

　
　
ヨ
；
レ
ス
及
べ
ー
ベ
ル
爾
氏
に

　
　
打
電
す
・
佛
國
に
於
け
る
政
教

　
　
分
離
法
案
・
北
米
ブ
ル
ク
リ
ン

　
　
府
候
補
者
推
薦
・
米
國
リ
ッ
チ

　
　
モ
ン
ド
に
於
け
る
雫
議
・
濠
洲

　
　
に
於
け
る
首
相
の
敗
北
・
濠
洲

　
　
に
於
け
る
私
有
財
産
・
佛
國
螢

　
　
働
者
と
モ
・
ツ
コ
問
題
・
資
本

　
　
家
は
常
に
安
値
勢
働
を
索
む
・

　
　
巴
里
市
會
近
時
の
問
題

小
田
原
と
柏
木
村
　
　
　
〔
秋
　
水
〕

肚
會
主
義
と
小
學
教
員
〔
不
可
汚
生
〕

紡
績
工
女
　
　
　
　
　
　
〔
孤
剣
生
〕

落
葉
朽
葉
（
一
）
　
　
　
〔
曾
呂
利
〕

東
西
南
北
よ
り

か
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
あ
さ
み
〕

今
後
の
李
民
肚
〔
石
川
三
四
郎
・
幸

　
　
　
　
　
　
　
徳
傳
次
郎
・
木
下

　
　
　
　
　
　
　
荷
江
・
堺
利
彦
〕

淡
路
の
音
信
角
西
川
光
二
郎
君
の
家

　
庭
の
消
息
》
　
　
　
　
〔
有
香
生
〕

同
志
の
運
動
・
・
札
幌
李
民
倶
樂
部

　
　
・
肚
會
主
義
學
術
演
説
（
東
京

　
　
神
田
）
〔
門
外
漢
∀
同
志
諸
君

　
　
に
告
ぐ
（
横
濱
）
・
神
戸
李
民
倶

　
　
樂
部
例
會

紳
士
閥
の
贅
澤
を
見
よ
　
〔
荒
畑
生
〕

來
れ
來
れ
卒
民
肚
ミ
ル
ク
ホ
ー
ル

　
　
　
　
〔
神
崎
順
一
・
原
眞
一
郎
〕

鳴
呼
高
瀬
久
次
郎
君
　
　
〔
山
口
生
〕

　
第
二
巻
第
三
十
二
號
（
明
治
冊
八

　
　
年
九
月
＋
目
）

政
府
の
猛
省
を
促
す

目
本
の
新
聞
・
・
人
民
の
大
示
威
蓮

　
動
・
事
の
眞
因
は
如
何

書
室
語
　
　
　
　
　
　
　
〔
秋
　
水
〕

世
界
之
新
聞
・
・
ジ
ヨ
ー
レ
ス
氏
の

　
　
演
読
・
三
大
ツ
ラ
ス
ト
の
新
立

　
　
・
白
耳
義
螢
働
組
合
會
議
・
濠

　
　
洲
に
於
け
る
勢
働
組
合
・
ヰ
ス

　
　
コ
ン
シ
ン
大
學
の
肚
會
主
義

田
中
正
造
翁
清
患
　
　
　
　
噛
　
〔
造
〕

破
鍋
綴
蓋
の
記
　
　
　
　
〔
堺
利
彦
〕

杜
會
主
義
と
愛
國
心
（
四
）

　
　
〔
ギ
ュ
ス
タ
ヴ
、
　
エ
ル
ヴ
エ
氏
〕

信
州
の
大
問
題
（
一
）
　
〔
窓
外
生
〕

柏
木
よ
り
　
　
　
　
　
　
〔
秋
　
水
〕

肚
會
主
義
百
話
（
一
）
　
　
　
〔
彦
〕

雑
誌
瞥
見

肚
會
劇
を
起
す
可
し
　
〔
吉
田
笠
雨
〕

湘
南
の
二
日

同
志
の
運
動
・
・
傳
道
行
商
を
止
む

　
　
〔
荒
畑
生
〕
・
蹄
省
途
衣
の
傳
導

　
　
〔
土
浦
秋
川
生
〕
・
火
雲
會
の
旗

　
　
畢
〔
櫻
井
仁
八
〕
・
『
予
の
牛
生
』

　
　
を
讃
む
〔
白
柳
秀
湖
〕

六
六

（
七
一
〇
）

註
　
『
直
言
』
　
に
は
毎
號
英
文
記

　
事
が
第
一
面
の
最
下
段
に
掲
載

　
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
目
次
で
は

　
は
ぶ
い
た
。
「
運
動
基
金
寄
附

　
廣
告
」
「
運
動
基
金
募
集
」
等

　
の
記
事
も
ほ
と
ん
ど
毎
號
あ
る

　
が
殊
に
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の

　
以
外
は
省
略
し
た
。
署
名
入
り

　
以
外
の
ご
く
短
い
「
新
刊
紹
介
」

　
記
事
も
の
ぞ
き
、
重
要
な
資
料

　
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が

　
會
合
・
演
論
會
そ
の
他
の
豫
告

　
な
ど
は
一
切
は
ぶ
い
た
。
欄
外

　
に
「
本
紙
は
目
本
肚
會
主
義
の

　
中
央
機
關
也
…
…
」
「
oo
o
鼠
田
貯
g

　
”
ソ
ー
シ
ア
リ
ズ
ム
”
肚
會
・
王

　
義
」
「
吐
會
主
義
の
理
想
は
婦
人

　
の
や
さ
し
き
心
の
登
展
也
m
」

　
そ
の
他
の
標
語
が
み
ら
れ
、
ま

　
た
同
じ
く
欄
外
に
「
政
府
の
暴

　
戻
」
（
第
一
一
號
）
と
し
て
當
局

　
の
杜
會
主
義
者
弾
塵
を
報
じ
た

　
記
事
が
あ
る
。


